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はじめに

このガイドは、Oracle の StorageTek SL150 Modular Tape Library System の設置計画や注文にかかわる担当者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照してください。


Oracle Support へのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。








1 製品の概要

Oracle の StorageTek SL150 Modular Tape Library はスケーラブルなラックマウント型の自動テープライブラリで、最大 300 巻のテープカートリッジ (テープ) と 1 から 20 台までのテープドライブを格納できます。ロボット制御は、ブリッジテープドライブ上で LUN 1 として表示される SCSI メディアチェンジャーデバイスです。

SL150 ライブラリのモジュールは 1 台から 10 台まで拡張できます。1 つのモジュールに 2 つのテープドライブスロットがあり、2 つの 15 スロットマガジン (左側と右側に 1 つずつ) に最大 30 巻のテープを格納します。また、基本モジュールには、ライブラリへのテープの挿入または取り出しに使用できる 4 スロットメールスロットが 1 つあります (図1-1 を参照)。

SL150 ライブラリは、ハーフハイト HP LTO Ultrium 5 または 6 Serial Attached SCSI (SAS) テープドライブまたは短波長ファイバチャネル (FC) テープドライブ、および IBM LTO Ultrium 6 または 7 SAS または短波長 FC テープドライブをサポートしています (テープドライブとメディアを参照)。


図1-1 90 カートリッジライブラリ (正面図)

[image: 図1-1 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:

1 - 基本モジュール (モジュール 1)

2 - 拡張モジュール (モジュール 2)

3 - 左カートリッジマガジン

4 - 右カートリッジマガジン

5 - フロントコントロールパネル

6 - メールスロット


ブリッジ

テープドライブブリッジングにより、ライブラリ制御のための外部インタフェースが提供されます。ブリッジドライブは LUN 0、ライブラリは LUN 1 です。

データ、コマンド、および制御信号は、SAS または FC テープドライブのデータインタフェースに直接送信されます。指定されたブリッジドライブは、ライブラリまたはライブラリパーティションのすべての通信を制御し、コマンドおよび制御信号をライブラリコントローラに渡します。

パーティションのないライブラリには 1 台のブリッジドライブが必要です。パーティション分割されているライブラリには、パーティションごとにブリッジドライブが 1 台必要です。





モジュール

SL150 ライブラリには、基本モジュール (モジュール 1 と指定される) と拡張モジュール (モジュール 2 から 10 と指定される) の 2 種類のモジュールがあります。

モジュール 1 は、完全に機能する最小のライブラリであり、次のものが含まれます。

	
フロントコントロールパネル


	
2 つの 15 スロットテープマガジン (左と右)


	
4 つのテープスロットを備えた標準メールスロット (詳細はパーティションを参照)




	
注記:

ファームウェアバージョン 2.25 以降のライブラリでは、19 スロットの拡張メールスロット構成をサポートしています。








	
1 ハンドのロボット装置


	
電源装置 (2 つめの電源装置を追加するオプションあり)


	
テープドライブ (2 つめのドライブを追加するオプションあり)




モジュール 1 の最大 3 つのテープスロットを、診断またはクリーニングテープを格納する予約スロットとして指定できます。

モジュール 1 の背面には、リモート管理用の Ethernet ポートが 1 つ、拡張モジュールとの接続用の USB タイプ A ポートが 9 つあります (図1-2 を参照)。


図1-2 基本モジュールと拡張モジュール - 背面図

[image: 図1-2 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:



1 - 基本モジュール (モジュール 1 ラベルは、モジュールの背面パネルにあります)

2 - 拡張モジュール (モジュール番号付きのラベルは、背面パネルにあります)

3 - ロボットロック (改良設計)

4 - テープドライブトレー

5 - 電源装置

6 - モジュールコントローラ (モジュール 2 およびモジュール 3)



	
注記:

モジュール 1 には先述のコンポーネントのほかに、レールコンポーネント、接続用ハードウェア、識別ラベルなどが含まれるアクセサリキットが付属しています。







ライブラリの下部に拡張モジュールを追加することで、テープカートリッジの容量を増やし、テープドライブの追加によってパフォーマンスを向上させることができます (図1-2 を参照)。拡張モジュールには 2U のラックスペースが必要です。拡張モジュールには、次のものが付属しています。

	
2 つの 15 スロットテープマガジン (左と右)


	
モジュールコントローラ


	
2 つの USB タイプ A コネクタを備えた拡張ケーブル


	
モジュールをラックに固定するためのマウント用ハードウェア


	
識別ラベル




モジュールコントローラは、USB タイプ A コネクタを備えた拡張ケーブルによって基本モジュールに接続されます。このケーブルは、基本モジュールと拡張モジュールの間の通信経路、およびモジュールコントローラの電源を提供します。

拡張モジュールには、2 台のテープドライブと 2 台の電源装置を搭載するためのスロットがあります。拡張ケーブルから供給される電源はテープドライブをサポートするには不十分です。そのため、拡張モジュールにテープドライブを搭載する場合は電源装置が必要です。

SL150 ライブラリは、パーティションに分割できます (パーティションを参照)。





ロボット

ロボットメカニズムは基本モジュールに含まれています。ブルホイールは基本モジュールの上部にあります。Z プラットフォームのケーブルはプーリーを通ってブルホイールに巻かれています (図1-3 を参照)。ブルホイールが回転するに従い、ブルホイールの回転方向に応じて、ケーブルによって Z プラットフォームが上下します。ハンドアセンブリが Z プラットフォームのロッドとともに移動し、トラックの動きを作り出します。ハンドアセンブリには後退可能なリーチメカニズムがあり、ハンドは左マガジンスロット、右マガジンスロット、メールスロット内のスロット、またはライブラリの背面にあるテープドライブに揃う位置に回転します。リーチメカニズムには、テープカートリッジをつかんだり解放したりするためのばね式グリッパがあります。





ビジョン

ハンドアセンブリは 2 台の垂直共振器面発光レーザー (VCSEL) デバイスを使用して、バーコードをスキャンし、ターゲットのセルを特定します。ハンドの各末端に VCSEL が 1 台ずつ搭載されています。VCSEL が移動してバーコードまたはテープカートリッジスロットのエッジを通過するとデータストリームが生成され、それがメインプロセッサで復号化されることにより、バーコードが生成されるか、ターゲット位置が特定されます。


図1-3 ロボット

[image: 図1-3 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:



1 - ハンド

2 - プーリー

3 - 吊り下げケーブル

4 - Z プラットフォーム

5 - ブルホイール

6 - Z モーター



クラス 1 レーザー製品表示

StorageTek SL150 Modular Tape Library には、IEC 60825-1 Ed. 2 (2007) で定義されたクラス 1 レーザーが搭載されています。






テープドライブとメディア

SL150 ライブラリは、次のハーフハイトの Linear Tape Open (LTO) テープドライブをサポートしています。

	
HP 製の第 5 世代ファイバチャネルまたは SAS


	
HP または IBM 製の第 6 世代ファイバチャネルまたは SAS


	
IBM 製の第 7 世代ファイバチャネルまたは SAS

このライブラリは次をサポートしています。

	
第 5、第 6、および第 7 世代のテープドライブの同時取り付け (ブリッジテープドライブおよびデータドライブとして)


	
HP および IBM テープドライブの同時取り付け







必要なドライブファームウェアバージョン:

	
ファイバチャネル:

	
LTO-5: Y58S、Y65S、Y68S、Y6IS、またはそれ以降


	
LTO-6:

	
HP: 22GS、239S、258S、25FS、またはそれ以降


	
IBM: E6RF、F3J7、G351、またはそれ以降





	
LTO-7: FA11、G341、またはそれ以降





	
SAS:

	
LTO-5: Z58S、Z65S、Z68S、Z6FS、G351、またはそれ以降


	
LTO-6:

	
HP: 32DS、339S、358S、35FS、またはそれ以降


	
IBM: E6RF、F3J7、またはそれ以降





	
LTO-7: FA11、G341、またはそれ以降




新しい修正プログラムおよび機能がテープドライブに確実に適用されるように、最新のファームウェアバージョンにアップグレードします。ファームウェアのインストールに関する情報は、『SL150 Modular Tape Library ユーザーズガイド』で入手できます。




サポートされるカートリッジ:

標準 LTO データカートリッジのラベルには、一意で顧客によって割り当てられるボリューム ID と、それに続けてメディア ID フィールドが記載されています。

	
第 7 世代:

	
L7 メディア ID: LTO-7 形式での読み取りと書き込み


	
LX メディア ID (WORM): LTO-7 形式での読み取りと書き込み





	
第 6 世代:

	
L6 メディア ID: LTO-6 形式での読み取りと書き込み


	
LW メディア ID (WORM): LTO-6 形式での読み取りと書き込み

LTO-7 ドライブ: LTO-6 形式での読み取りと書き込み





	
第 5 世代:

	
L5 メディア ID: LTO-5 形式での読み取りと書き込み


	
LV メディア ID (WORM): LTO-5 形式での読み取りと書き込み

	
LTO-7 ドライブ: 読み取り専用


	
LTO-6 ドライブ: LTO-5 形式での読み取りと書き込み








	
第 4 世代:

	
L4 メディア ID または LU メディア ID (WORM):

	
LTO-6 ドライブ: 読み取り専用


	
LTO-5 ドライブ: LTO-4 形式での読み取りと書き込み










	
注記:

LTO-7 ドライブは第 4 世代メディアをサポートしていません。








	
第 3 世代:

	
L3 メディア ID または LT メディア ID (WORM): LTO-5 ドライブでの読み取り専用







	
注記:

LTO-6 ドライブおよび LTO-7 ドライブは第 3 世代メディアをサポートしていません。








	
ユニバーサルクリーニングカートリッジ (CU メディア ID)





図1-4 テープカートリッジ

[image: 図1-4 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:



1 - 書き込み保護スイッチ

2 - ボリューム ID ラベル (カートリッジハブ側にバーコード)

3 - アクセスドア

4 - リーダーピン

カートリッジラベルのオプション

可能性のあるラベルスキームに最大限対応するために、SL150 ライブラリでは 8 - 14 文字長のラベルをサポートし、ホストアプリケーションと通信するときにラベルが解釈される方法を指定できるラベルウィンドウ機能を用意しています。

ライブラリユーザーインタフェースでは、次のラベルオプションをサポートしています。

	
「No type checking」は、ラベルのすべての文字を変更なし、メディアドメインやタイプのチェックなしで渡します。このオプションは、ラベルでメディアを識別していない場合に使用してください。たとえば、M123456789AB には、メディア記述子 (L5 など) が含まれていません。


	
「Prepend last two characters」は、ラベルの最後の 2 文字を先頭に移動してからすべての文字を渡します。たとえば、KL10203012L5 は L5KL10203012 に変換されます。


	
「Full label」は、物理ラベルの先頭の 8 文字を渡します。たとえば、KL10203012L5 は KL102030 に変換されます。


	
「Trim last character」は、物理ラベルの先頭の 7 文字を渡します。たとえば、KL10203012L5 は KL10203 に変換されます。


	
「Trim last two characters」は、物理ラベルの先頭の 6 文字を渡します。たとえば、KL10203012L5 は KL1020 に変換されます。


	
「Trim first two characters」は、物理ラベルの 3 文字目から 8 文字目までを渡します。たとえば、KL10203012L5 は 102030 に変換されます。


	
「Trim first character」は、物理ラベルの 2 文字目から 8 文字目までを渡します。たとえば、KL10203012L5 は L102030 に変換されます。




テープラベルの詳細および SL150 リモート GUI の「Configuration」セクションの使用については、『StorageTek SL150 Modular Tape Library ユーザーズガイド』を参照してください。







ヒューマンインタフェース

SL150 ライブラリと対話するには、メールスロット、オペレータパネル、およびリモートインタフェースの 3 つの方法があります。

	
基本モジュールの右マガジンの上にある 4 カートリッジメールスロットは、ロボットの操作に干渉することなくライブラリにテープを挿入またはライブラリからテープを取り出すために使用されます。ユーザーの役割に応じて、フロントコントロールパネルのタッチスクリーンまたはリモートインタフェースから開くことができます。




	
注記:

ファームウェアバージョン 2.25 以降のライブラリでは、19 スロットの拡張メールスロット構成をサポートしています。








	
フロントコントロールパネルは、保守ツールとしてではなく情報ポイントとして使用するように設計された LCD タッチスクリーン式オペレータパネルを備えています (図1-5 を参照)。


図1-5 オペレータパネルのホーム画面

[image: 図1-5 については、周囲のテキストで説明しています。]



このパネルには、ライブラリ、モジュール、マガジン、メールスロット、パーティション (有効になっている場合)、ドライブ、テープ、および設定に関する情報が主に表形式で表示されます。マストヘッドには、情報セクションから戻るためのホームボタン、著作権情報を表示するためのボタン、アクティビティーアイコン、ライブラリの健全性 (この例では「Operational」) およびライブラリの状態が表示されます。




	
リモート GUI は SL150 ライブラリのプライマリ管理インタフェースであり、ライブラリのホスト名または IP アドレスを Web ブラウザに入力することによってアクセスします。図1-6 に示されたインタフェースの例は、2 つのパーティションがあるライブラリのもので、ライブラリ、パーティション、ドライブ、テープ、構成、ファームウェア、SNMP、電子メールアラート、ユーザー、およびサービスのメニューが用意されています。




	
注記:

2.0 より前のファームウェアバージョンのライブラリには、「Configuration」、「Firmware」、および「SNMP」メニューの代わりに「Settings」メニューがありました。ファームウェアリリース 2.50 は、「電子メールアラート」ボタンのある最初のリリースです。








図1-6 リモート管理インタフェース

[image: 図1-6 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:

	1 - セクションナビゲーション
	2 - 左マガジンの制御
	3 - 右マガジンの制御
	4 - スロット ID
	5 - テープドライブ (両方向矢印はブリッジドライブを示す)


ライブラリの情報は、左および右マガジンのテープスロット、メールスロット、ドライブ、ロボット、および取り付けられているすべてのモジュールを表す図によって示されます (図1-6 ではモジュール 1 が展開され、モジュール 2 は縮小されています)。また、右マガジンの第 1 行、第 1 列のスロットの識別情報が表示されています。スロット ID の詳細は、付録A 位置および付録B パーティション分割の概要を参照してください。

モジュール 1 のラベルの上にある「Library」リストは、ライブラリのプロパティーの表示、ライブラリの監査、マガジンのロック解除、マガジンのロックと監査、自己診断の実行、使用可能な全モジュールの展開、または全モジュールの縮小の機能を提供します。

パーティション、ドライブ、テープ、構成、ファームウェア、SNMP、およびサービスのメニューでは表形式で情報を表示します。一部のメニューには、カテゴリ別に情報を表示するためのタブがあります。

管理者はライブラリの個々のユーザーアカウントを作成し、各アカウントに個別のユーザー役割を割り当てます。ライブラリは、閲覧者、オペレータ、保守、および管理者の 4 つのユーザー役割を認識します。これらの各役割には、表示できる画面および実行できるアクションの制限があります。

ユーザーインタフェースに関する特定の情報については、『StorageTek SL150 Modular Tape Library ユーザーズガイド』またはリモートインタフェースの「Help」システムを参照してください。









パーティション

SL150 ライブラリは、それぞれが少なくとも 1 台のテープドライブと 1 つのマガジンを備えた、最大 8 つのパーティションをサポートしています。各パーティションは独立したライブラリとして動作しますが、予約セル、単一ロボット、および 4 つのカートリッジを備えたメールスロットはすべてのパーティションで共有されます。各パーティションには、ホストインタフェース (ブリッジ) を提供するテープドライブが必要です。

	
カートリッジのイジェクト時は、カートリッジの移動が発生する前に、メールスロットがパーティションに明示的に割り当てられている必要があります。


	
ユーザーはメールスロットからカートリッジを挿入するときに宛先パーティションを指定する必要があります。







	
注記:

管理者は「Configuration」ボタンからパーティションを有効にします。構成値の設定に関する特定の情報については、ユーザーズガイドまたはリモートインタフェースのオンラインヘルプを参照してください。







詳しい情報は、付録B パーティション分割の概要に記載されています。





SNMP

ライブラリの SNMP エージェントは、ネットワーク管理ステーションに障害や構成変更を警告するトラップを自動的に送信できます。SNMP 規格のバージョン 2c およびバージョン 3 の両方がサポートされています。

	
バージョン 2c では、以前のバージョンの規格との下位互換性が保たれますが、認証の資格 (コミュニティー文字列) と管理データがクリアテキストで交換されるためセキュアではありません。


	
バージョン 3 では、下位互換性は保たれませんが、よりセキュアな認証方法がサポートされ、管理データの暗号化が可能です。




管理者は、リモート管理インタフェースの「SNMP」セクションで、SNMP ユーザーと受信者を定義します。管理インタフェースを使用すると MIB をダウンロードできます。特定の情報については、『StorageTek SL150 Modular Tape Library ユーザーズガイド』またはリモートインタフェースのオンラインヘルプを参照してください。





電子メールアラート

電子メールアラートを有効にして構成すると、ライブラリの状態が (たとえば、オンラインからオフラインに) 変わるか、ライブラリの健全性が低下するたびに、指定したアドレスに電子メールが送信されます。





StorageTek Tape Analytics

StorageTek Tape Analytics (STA) は、インテリジェントなモニタリングアプリケーションで、StorageTek モジュラーテープライブラリのみで使用できます (SL150、SL500、SL3000、および SL8500 を含む)。これはテープストレージ管理を簡略化し、顧客はテープストレージ環境の現在の健全性に基づき、将来のテープストレージ投資について情報を得たうえでの意思決定を行うことができます。




	
注記:

STA には専用のサーバーが必要です。SNMP UDP の信頼性を向上させるため、STA サーバーはライブラリと同じサブネットに配置することをお勧めします。







STA サーバーとライブラリの間の通信を設定するには、ライブラリと STA サーバーのそれぞれで構成手順を実行する必要があります。STA は v2c と v3 の両方の SNMP プロトコルを使用してライブラリと通信します。

	
ライブラリと STA サーバーとの間の初期通信ハンドシェイクは、v2c プロトコルを使用して行われます。


	
トラップおよび取得機能は、v3 プロトコルを使用して行われます。SNMP v3 の認証、暗号化、およびメッセージ整合性機能では、ライブラリデータの送信にセキュアなメカニズムを提供します。




STA を使用することで、顧客はグローバルに分散したライブラリを単一のブラウザベースのユーザーインタフェースからモニターできます。顧客は、複数のライブラリプラットフォームにまたがるオープンシステムとメインフレームの混在メディアや混在ドライブ環境を管理できます。

顧客は STA を使用して詳細なパフォーマンス傾向分析を行うことにより、テープ投資の使用およびパフォーマンスを向上させることができます。このような分析は、定期的に更新されるライブラリ操作データベースに基づきます。STA は、テープライブラリ環境からのデータを収集して保持し、このデータを使用してライブラリリソース (ドライブおよびメディア) の健全性のステータスを計算します。STA はさまざまな条件に従ってデータを集計し、表形式やグラフ形式で表示するため、環境の活動、健全性、および容量をすばやく評価できます。

STA 製品および専用 STA サーバーの詳細は、Oracle Help Center で STA のドキュメントライブラリを参照してください。次の URL で「StorageTek Tape Analytics documentation」リンクを選択します。

http://docs.oracle.com/en/storage/#tab5

STA バージョン 1.0.2 は SL150 ライブラリのサポートを提供する最小レベルです。ただし、使用可能な最新リリースを使用することをお勧めします。





自動カートリッジシステムライブラリソフトウェア




	
注記:

ACSLS はサポートされていますが、SL150 ライブラリの操作に必須ではありません。







StorageTek Automated Cartridge System Library Software (ACSLS) は、すべてのライブラリ操作における中央のサービスプロバイダとして機能し、あらゆるシステムのあらゆる ACSLS 対応アプリケーションとライブラリリソースを効率的に共有し、複数の StorageTek ライブラリ間で集中管理されたライブラリ制御を可能にします。

SL150 ライブラリと連携するには ACSLS Version 8.2 以降が必要です。

新しい ASC および ASCQ のレポートをサポートするファームウェアバージョン 2.25 以降のライブラリには、ACSLS Version 8.3 (セカンドパッチ) が必要です。

テープドライブのサポート:

	
SL150 ファームウェアバージョン 2.60:

	
LTO-7 はパッチ 1 を含む最小の ACSLS バージョン 8.4 が必要です。


	
LTO-5 および LTO-6 ACSLS バージョン 8.4 以降





	
LTO-5 または LTO-6 を使用する SL150 ファームウェアバージョン 2.50 は、ACSLS バージョン 8.3 パッチ 3 以上が必要です。




SL150 ライブラリについてのサポートの詳細は、ACSLS のドキュメントライブラリを参照してください。STA のセクションに記載されているリンクを使用して、OTN の「Tape Storage」セクションにアクセスできます。




	
注記:

ACSLS バージョン 8.2、8.3、および 8.4 では、ファームウェアバージョン 2.25 以降のライブラリで使用可能な拡張メールスロット構成 (19 メールスロット) はサポートされません。











ライブラリの仕様

物理仕様:

	
奥行き: 925 mm (36.4 インチ、テープドライブ拡張の 2.25 インチを含む)


	
高さ:

	
3U (130.8 mm、5.15 インチ): 基本モジュール (モジュール 1)


	
2U (88.9 mm、3.5 インチ): 拡張モジュール (モジュール 2 から 10)





	
幅: 481 mm (18.9 インチ)


	
重量:

	
21.3 kg (47 ポンド [基本モジュール、カートリッジマガジン 2 個、テープドライブ 1 台、電源装置 1 台])


	
14.3 kg (31.5 ポンド [拡張モジュール、カートリッジマガジン 2 個、テープドライブなし、電源装置なし])







電源:

	
AC 電圧: 100-240 VAC


	
回線周波数: 50-60Hz 単相 (自動レンジ調節)


	
ライブラリ (最大連続非ピーク動作): 次の URL の Power Calculator を参照してください。




http://www.oracle.com/us/products/servers-storage/sun-power-calculators/index.html

基本モジュール、1 台のテープドライブ、1 台の電源装置から構成される最小の SL150 ライブラリでは、アイドル時合計電力が 44 W (150 Btu/hr) で、定常状態が最大 67.5 W (230 Btu/hr) です。

ラックスペースの要件:

	
基本モジュール: 3U (131 mm、5.15 インチ)


	
拡張モジュール: 2U (88.9 mm、3.5 インチ)


	
奥行き (最小): 925 mm (36.4 インチ)







	
注記:

SL150 ライブラリは、前面から背面のレール間隔を 457 mm (18 インチ) から 902 mm (35.5 インチ) にして取り付けることができます。











環境情報

温度:

	
動作時: +10°から +40°C (+50°から +104°F)


	
非動作時 –40°から +60°C (–40°から +140°F)




相対湿度:

	
動作時: 20% から 80%、結露なし


	
非動作時: 10% から 95%、結露なし




動作環境は、付録C 汚染物質の管理に示された追加の要件を満たす必要があります。


正圧と換気 - ホットアイルコンテインメントシステム (HACS)

ホットアイルコンテインメントシステム (HACS) は、コールドアイルとホットアイルを互いから分離するように設計されたデータセンター環境システムです。ホットアイルとコールドアイルはどちらもクローズドループプロセス制御装置によって、温度と湿度が制御されます。通気、温度、湿度が制御可能なことに加え、セキュリティー要件によって、個々の顧客に応じて、HACS を遮断するように指示することもできます。最終的に、各 HACS の冷却および加湿量は、顧客要件、割り当てられる装置のタイプと量、および使用している環境制御システムによって異なります。

HACS は、大規模な空調設備によって、装置の前面に正圧冷気が取り込まれるよう構成されています。正圧冷気は、設置された装置の背面からの排気の量に応じて機能するよう設計されています。エアハンドラは、設置されているすべての装置に対してコールドアイル内の正圧を生成するために十分な空気を供給できる必要があります。冷気の供給がすべての装置をサポートするのに不十分な場合、ホットアイルのコールドアイルへの再循環が実行されることがあります。このタイプの環境におけるシステム運用の目的は、システムの適切な冷却を可能にするために、コールドアイルからホットアイルへの十分な通気を確保し、必要に応じて調整することです。

密閉されたホットアイルは、コールド給気アイルとホット排気アイル間にバリアを設けるように設計されています。このホットアイルコンテインメントにより、コールドアイルとホットアイル間に気圧の差が生じる場合があります。気圧の差は、ホットアイルの負圧に中立であることが望まれます。

密閉されたホットアイルの気圧は、静的と動的の両方の気圧変動ソースによって変動します。静的な気圧変動ソースは一般に、装置、吸収材、制御システムなどの設備に関連します。動的な気圧変動ソースは、ホットアイル内に含まれているものなど、設置されている装置により近いものになります。動的なソースの例には、付近の装置の排気ファンやドアの排気デフレクタなどがあり (ただしこれだけに限らない)、どちらも設置されている装置に乱気流が向けられる可能性があります。乱気流によって、問題となる装置の排気が妨げられ、コールドアイルの給気の冷却能力が低下する可能性があります。




	
注記:

ホットアイルの負圧の差に対する中立を達成できない場合、影響を与えるか、影響を受けるラックにラックドアを取り付けるなどの最低限の対策を講じるようにしてください。最初の軽減策で空気の妨害を軽減できない場合、装置の通気を促すために、追加の空気除去ユニットが必要になることがあります。

















2 計画

この章では、StorageTek SL150 Modular Tape Library の設置を計画する際の考慮事項について説明します。


複数 LUN のサポート

SL150 ライブラリは単一の SCSI ID と 2 つの論理ユニット番号 (LUN) を使用します。LUN 0 はテープドライブを制御し、LUN 1 はロボット装置を制御します。指定されたテープドライブはブリッジ機能を提供するため、複数 LUN (LUN スキャンとも呼ばれる) をサポートしている HBA に接続される必要があります。

パーティションのないライブラリには 1 台のブリッジドライブが必要です。パーティション分割されているライブラリには、パーティションごとにブリッジドライブが 1 台必要です。





テープデバイスドライバ

該当する場合は、適切なデバイスドライバがインストールされていることを確認します。

必要に応じて、HP の Web サイトからドライバをダウンロードします。たとえば、Oracle では Windows ドライバ 3.5.0.0 で HP LTO-5 および LTO-6 ドライブの動作を保証しています。

IBM テープドライブ用のドライバを入手するには、Windows Update を使用します。





メディアサーバー接続

ファームウェアバージョン 2.60 を使用して信頼性の高い操作を行うために、各 SL150 物理パーティションはブリッジテープドライブへのメディアサーバー接続は最大 8 つに制限されます。





SAN 接続

ライブラリは Storage Area Network (SAN) を介してホストの HBA に接続できます。バックアップサーバーだけがライブラリにアクセスするようにファイバチャネルスイッチのゾーニングを構成します。

ハーフハイトの FC テープドライブは 8G ビット/秒のデータインタフェースを備えています。


ゾーン機能

ゾーン機能を使用すると SAN をデバイスの論理グループへとパーティション分割し、各グループを相互に分離してそのグループ内デバイスのみにアクセスできるようにすることができます。ゾーン機能には 2 種類あります。

	
ハードウェアゾーン機能: 物理的なファブリックポート番号に基づく


	
ソフトウェアゾーン機能: World Wide Node Name (WWNN) または World Wide Port Name (WWPN) を使用して定義




停止させずにゾーン機能を再構成できますが、一部のゾーン機能の構成が複雑になります。ライブラリの WWNN 実装では、ドライブに保守や交換が必要な場合にゾーン機能構成を変更する必要がないため、ゾーン機能のエラーが入り込む余地をなくすことができるという利点があります。




	
注記:

動的 World Wide Name (dWWN) 機能では、World Wide Name をドライブそのものではなくライブラリのドライブスロットに割り当てるため、オペレーティングシステム全体を停止しなくてもドライブをスワップまたは交換できます。











永続的バインディング

サーバーが起動すると、接続されているデバイスが検出され、SCSI ターゲットと LUN ID が割り当てられます。これらの SCSI 割り当ては、再起動間で変更できます。一部のオペレーティングシステムでは、再起動後に必ず同じ SCSI ターゲット ID がデバイスに割り当てられることを保証していません。また、一部のソフトウェアはこの関連付けに依存しているため、変更されることが望ましくない場合もあります。

SCSI ID 割り当ての問題は、永続的バインディングによって解決されます。永続的バインディングは、ホストバスアダプタ (HBA) の機能で、検出されたターゲットのサブセットがサーバーとデバイスの間でバインドされることを可能にします。

WWNN または WWPN による実装では、永続的バインディングによってテープドライブの WWN が特定の SCSI ターゲット ID にバインドされます。







Serial Attached SCSI (SAS)

SAS は、ホストサーバーと各ストレージデバイスの間の直接接続を含む、シリアル接続を使用します。SAS の信号速度には、HBA と SL150 ライブラリの間に最小限の数のクリーンな接続が必要です。Oracle では、SAS ケーブルの最大長として 6 m を推奨しています。

ハーフハイトの SAS テープドライブは 6G ビット/秒のデータインタフェースを備えています。

Oracle Solaris 10 (Update 8 以降) または Solaris 11 (11.1 以降) と、SAS-2 または SAS-3 HBA を使用する場合は、次のいずれかのバックアップアプリケーションを使用します。

	
Oracle Secure Backup (OSB): 10.4.0.2 以降


	
EMC Networker: すべてのパッチが適用された新しいリリースレベル


	
Symantec NetBackup: すべてのパッチが適用された新しいリリースレベル





SAS-2 および SAS-3 構成の問題




	
注意:

Solaris 10 (Update 8 以降) および Solaris 11 (11.1 以降) の SAS ドライバでは、Oracle Solaris と一般的なテープバックアップアプリケーションの間の通信が中断されます。







この SAS ドライバでは、デバイスあたり 1 つのデバイスドライバだけを接続できます (sg、sgen、st など)。次の一覧のすべてのコンポーネントが影響を受けます。

	
Oracle Solaris 10 (Update 8 以降) または Solaris 11 (11.1 以降)


	
すべての SAS-2 または SAS-3 HBA


	
SAS-2 または SAS-3 接続を使用しているテープドライブまたはライブラリ


	
複数の SAS ドライバを必要とするバックアップアプリケーション。複数のデバイスドライバを使用するもっとも一般的なバックアップアプリケーションには、次のようなものがあります。

	
CA ARCserve


	
HP Data Protector


	
IBM Tivoli Storage Manager







SAS-2 または SAS-3 HBA を介して接続された SAS テープドライブは、Solaris システムでは dd や tar などの Solaris のネイティブコマンドだけを使用して動作します。ただし、この構成はスタンドアロンのドライブにのみ推奨されます。







Power Over Ethernet (POE)

Power over Ethernet (POE) を提供するネットワークスイッチは IEEE 認証を受けている必要があります。




	
注記:

IEEE 認証を受けていないスイッチはケーブルに供給する電流が大きすぎ、ライブラリの Ethernet 接続が過負荷になる場合があります。過負荷の結果、Ethernet ポートが応答しない、リモート管理インタフェースが動作しないなどの状況が発生します。











IPv6 ネットワークアドレス

ライブラリファームウェアバージョン 2.0 以降では、SL150 ライブラリは IPv4 と IPv6 の両方を使用するデュアルスタックネットワーク構成をサポートできます。デュアルスタックモードでは、ライブラリは、使いなれたドット区切りの IPv4 アドレスを認識すると同時に、16 進の IPv6 アドレスを使用する機能を追加します。

ライブラリ管理者は、ライブラリのリモート管理インタフェースの「Configuration」セクションからデュアルスタック IPv4 および IPv6 を有効にします。IPv6 の使用可能な選択項目は、「DHCPv6」、「Stateless (SLAAC)」、または「Static」です。「Static」を選択した場合、管理者は「Prefix Length」を入力するように求められます。

次の場合は必ずネットワーク管理者に問い合わせてください。

	
IPv6 アドレスを構成または変更する前


	
場所のネットワーク接頭辞の長さを取得する場合








装置の保守作業に必要なスペース

正面および背面の保守用スペースは少なくとも 965 mm (38 インチ) 必要です。





2 ポートを備えたドライブ

テープドライブが 2 つのポートを備えている場合、ホストアプリケーションは 2 番目のドライブポートをフェイルオーバーポートとして扱うことができます。ライブラリは、一方のポートがライブラリコマンドでビジー状態のときに、もう一方のポートで受信したコマンドに対して「Check Condition」を報告することがあります。次に示す「Check Condition」のいずれかを新しく受信した場合、ホストアプリケーションはコマンドを再度発行するべきです。

	
Not Ready, Logical Unit Offline (02/04/12h)


	
Aborted Command, Logical Unit Communication Failure (OBh/08/00)




	
注記:

ハーフハイトの LTO-5 FC テープドライブは 1 つのポートを備えていますが、その他のサポート対象ドライブは 2 つのポートを備えています。
いくつかのホストアプリケーションだけがこの機能をサポートしています。使用しているアプリケーションでのこの機能のステータスを必ず確認してください。
















テープドライブのクリーニング

LTO ドライブは、SL150 ライブラリと、ライブラリ (またはパーティション) を管理しているホストアプリケーションの両方に、クリーニングリクエストを送信します。クリーニングは次の方法で処理できます。

	
Symantec NetBackup や IBM Tivoli Storage Manager などのホストアプリケーションを、アプリケーションに応じて「Automatic」、「Tape Alert」、または「reactive cleaning」に構成して、クリーニングを自動的に管理します。


	
SL150 管理インタフェースからライブラリの自動クリーニングを有効にして、クリーニングを自動的に管理します。ライブラリではファームウェアレベル 2.50 以降を実行している必要があります。ドライブがクリーニングをリクエストすると、ライブラリではクリーニングのリクエスト元ドライブのデータテープをマウント解除したあと、クリーニングリクエストを受け入れます。期限切れでないユニバーサルクリーニングテープは、ライブラリ予約スロットに格納されている必要があります。


	
2.25 以前のファームウェアレベルを実行しているライブラリで、ライブラリの健全性が「Degraded Health」ステータスになるのをモニターします。SL150 管理インタフェースを使用して、その特定のドライブのクリーニングを開始します。これは自動プロセスではありません。ドライブを頻繁にモニターし、クリーニングリクエストにすばやく対応する必要があります。




テープドライブクリーニングの実装の詳細は、『StorageTek SL150 Modular Tape Library ユーザーズガイド』を参照してください。








3 注文

この章では、次の項目について説明します。

	
SL150 Modular Tape Library のパーツ番号


	
構成と注文の例


	
ケーブルのパーツ番号


	
電源コードのパーツ番号


	
メディアとラベルの注文について






SL150 Modular Tape Library のパーツ番号




	
注記:

HP LTO5 テープドライブは注文できなくなります。







新しい SL150 を注文する際は、次のパーツ番号を使用してください。

	
7104475: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 個のアクティブ化されたカートリッジスロット、1 台の HP LTO6 ハーフハイト 8 Gb FC テープドライブ、ラックマウントキットを備えた基本ユニット


	
7104476: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 個のアクティブ化されたカートリッジスロット、1 台の HP LTO6 ハーフハイト 6 Gb SAS テープドライブ、ラックマウントキットを備えた基本ユニット


	
7108767: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 個のアクティブ化されたカートリッジスロット、OKM 互換性のない 1 台の IBM LTO6 ハーフハイト 8 Gb FC テープドライブ、ラックマウントキットを備えた基本ユニット


	
7108768: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 個のアクティブ化されたカートリッジスロット、OKM 互換性のない 1 台の IBM LTO6 ハーフハイト 6 Gb SAS テープドライブ、ラックマウントキットを備えた基本ユニット


	
7114334: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 個のアクティブ化されたカートリッジスロット、OKM 互換性のない 1 台の IBM LTO7 ハーフハイト 8 Gb FC テープドライブ、ラックマウントキットを備えた基本ユニット


	
7114339: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 個のアクティブ化されたカートリッジスロット、OKM 互換性のない 1 台の IBM LTO7 ハーフハイト 6 Gb SAS テープドライブ、ラックマウントキットを備えた基本ユニット


	
7101763: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 スロットを備えた拡張モジュール (出荷時取り付け用、テープドライブアセンブリも電源装置も含まれません)


	
7104473: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 の 1 つの HP LTO6 8 Gb FC (出荷時取り付け用) 


	
7104474: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の 1 つの HP LTO6 6 Gb SAS (出荷時取り付け用)


	
7108771: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO6 6 Gb SAS (出荷時取り付け用)


	
7108772: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO6 8 Gb FC (出荷時取り付け用)


	
7114335: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO7 8 Gb FC (出荷時取り付け用)


	
7114338: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO7 6 Gb SAS (出荷時取り付け用)


	
7101769: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 電源装置 (出荷時取り付け用)







	
注記:

LTO テープドライブは短波長 SFP モジュールを使用しています。







既存のシステムのアップグレードやその他のオプションについては、次のパーツ番号を使用してください。

	
7101770: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 30 スロットを備えた拡張モジュール (テープドライブアセンブリも電源装置も含まれません)


	
7104449: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の 1 つの HP LTO6 8 Gb FC


	
7104450: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の 1 つの HP LTO6 6 Gb SAS


	
7108775: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO6 6 Gb SAS


	
7108776: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO6 8 Gb FC


	
7114343: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO7 8 Gb FC


	
7114345: StorageTek LTO テープドライブ: StorageTek SL150 用の OKM 互換性のない 1 つの IBM LTO7 6 Gb SAS


	
7101771: StorageTek SL150 モジュラーテープライブラリ: 電源装置


	
7101774: StorageTek SL150 モジュラーライブラリシステム: 左 1 つ右 1 つのマガジンのペア






構成と注文の例

新規ライブラリのパーツ番号とアップグレードのパーツ番号の両方について、使用方法をいくつかの例で示します。

例 1:

	
30 カートリッジライブラリ (IBM LTO-7 FC ドライブ 1 台付き)、2 台目の FC ドライブ、および 2 台目の電源装置 (冗長電力):

7114334: SL150 ライブラリ、30 スロット、IBM LTO-7 ハーフハイト FC テープドライブ付き

7114335: SL150 ドライブ、IBM LTO-7、ハーフハイト FC

7101769: SL150 電源装置




例 2:

	
2 つのパーティションがある 60 カートリッジライブラリと合計 4 台の IBM LTO-6 ドライブ (2 台の SAS と 2 台の FC)、および 4 台の電源装置:

7108768: SL150 ライブラリ、30 スロット、IBM LTO-6 ハーフハイト SAS テープドライブ 1 台付き

7101763: SL150 拡張モジュール、30 スロット (テープドライブアセンブリも電源装置もなし)

7108771: SL150 ドライブ、IBM LTO-6、ハーフハイト SAS

7108772: SL150 ドライブ、IBM LTO-6、ハーフハイト FC (x2)

7101769: SL150 電源装置 (x3)

この例では、パーティション 1 に SAS ドライブ、パーティション 2 に FC ドライブが装備されます。







	
注記:

	
SL150 ライブラリでは、パーティション分割を行わないドライブの混在をサポートします。


	
このライブラリは、ブリッジテープドライブおよびデータドライブとして、第 5、第 6、および第 7 世代のテープドライブの同時取り付けをサポートしています。テープドライブは、HP、IBM、またはそれぞれの組み合わせにできます。












例 3:

	
90 カートリッジライブラリと HP LTO-6 FC ドライブ 1 台




	
注記:

拡張モジュールは、基本モジュールから電力を受け取ります。拡張モジュールにテープドライブが含まれている場合にのみ、モジュールに電源装置が必要です。








7108767: SL150 ライブラリ、30 スロット、HP LTO-6 ハーフハイト FC テープドライブ 1 台付き

7101763: SL150 拡張モジュール、30 スロット [テープドライブアセンブリも電源装置もなし] (x2)




例 4:

	
パーティションのない既存のライブラリを 30 から 120 カートリッジにアップグレードし、各モジュールに SAS ドライブを 1 台装備 (電力は冗長ではない):




	
注記:

追加モジュールにテープドライブを取り付ける場合は、モジュールに電源装置が必要です。








7101770: SL150 拡張モジュール、30 スロット [テープドライブアセンブリも電源装置もなし] (x3)

7104450: SL150 ドライブ、HP LTO-6、ハーフハイト SAS (x3)

7101771: SL150 電源装置 (x3)











ケーブルのパーツ番号

このセクションでは、次のパーツ番号について説明します。

	
Ethernet ケーブル


	
マルチモード光ファイバケーブル


	
SAS ケーブル






Ethernet ケーブル

ライブラリはネットワーク接続に Ethernet ケーブルを使用します。ライブラリに取り付けられたドライブへの接続には、常にシールド付き Ethernet ケーブルを使用してください。

次の Ethernet ケーブルのパーツ番号を注文できます。

	
CABLE10187033-Z-A (新規注文) または CABLE10187033-Z (既存のシステム)

CAT5E、8 フィート、シールド付き


	
CABLE10187034-Z-A (新規注文) または CABLE10187034-Z (既存のシステム)

CAT5E、35 フィート、シールド付き


	
CABLE10187035-Z-A (新規注文) または CABLE10187035-Z (既存のシステム)

CAT5E、50 インチ、シールド付き


	
CABLE10187037-Z-A (新規注文) または CABLE10187037-Z (既存のシステム)

CAT5E、55 フィート、シールド付き









マルチモード光ファイバケーブル 

次のマルチモード (50 ミクロン) 光ファイバケーブルは、ファイバチャネルデバイスを接続します。これらのケーブルはオレンジ色で、褐色の LC コネクタが付いています。テープドライブは LC コネクタおよび短波長 SFP モジュールのみをサポートしています。

次の光ファイバケーブルのパーツ番号を注文できます。

ライザーケーブルの材料は可燃性に基づいて分類されていません。

	
CABLE10800307-Z-A (新規注文) または CABLE10800307-Z (既存のシステム)

LC-LC、50/125/ 二重、ライザー、1 m


	
CABLE10800308-Z-A (新規注文) または CABLE10800308-Z (既存のシステム)

LC-LC、50/125/ 二重、ライザー、2 m


	
CABLE10800310-Z-A (新規注文) または CABLE10800310-Z (既存のシステム)

LC-LC、50/125/ 二重、ライザー、10 m


	
7106951 (新規注文) または 7106952 (既存のシステム)

LC-LC、50/125、OM4、50 m、ライザー


	
CABLE10800340-Z-A (新規注文) または CABLE10800340-Z (既存のシステム)

LC-LC、50/125/ 二重、ライザー、3 m


	
CABLE10800341-Z-A (新規注文) または CABLE10800341-Z (既存のシステム)

LC-LC、50/125/ 二重、ライザー、5 m




プレナムケーブルは可燃性に関する UL 標準を満たしています。

	
CABLE10800313-Z-A (新規注文) または CABLE10800313-Z (既存のシステム)

LC-LC、50/125/ 二重、プレナム、10 m


	
7106953 (新規注文) または 7106954 (既存のシステム)

LC-LC、50/125/ 二重、OM4、50 m、プレナム









SAS ケーブル

SL150 SAS テープドライブアセンブリには 2 つの SAS ポートがあります。

次の SAS ケーブルのパーツ番号は、ライブラリの初期注文とともに注文できます。

	
7100274 (新規注文) または 7100275 (既存のシステム)

1x2、3M mini SAS to mini SAS ケーブル


	
7100276 (新規注文) または 7100277 (既存のシステム)

1x1、3M mini SAS to mini SAS ケーブル




次のパーツ番号は、既存のシステムでのみ注文できます。

	
7106737: 1x1、3M mini SAS HD to mini SAS ケーブル


	
7104500: 1x1、6M mini SAS HD to mini SAS ケーブル


	
7111455: 1x2、5M mini SAS HD to mini SAS ケーブル

このケーブルは 12G ビット/秒の転送速度をサポートしており、テープドライブを SAS-3 HBA に接続する場合に使用する必要があります。このケーブルを使用すると、1 つの SAS-3 HBA に 2 台の LTO テープドライブを接続できます。











電源コードのパーツ番号

	
PWRCORD10083243-A (新規注文) または PWRCORD10083243-Z (既存のシステム)

日本、2.5 m、METI プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、15 A


	
PWRCORD10083244-A (新規注文) または PWRCORD10083244-Z (既存のシステム)

オーストラリア、2.5 m、SA3112 プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
PWRCORD10083245-A (新規注文) または PWRCORD10083245-Z (既存のシステム)

イタリア、2.5 m、CEI23 プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
PWRCORD10083246-A (新規注文) または PWRCORD10083246-Z (既存のシステム)

スイス、2.5 m、SEV1011 プラグ、10 A、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
PWRCORD10083247-A (新規注文) または PWRCORD10083247-Z (既存のシステム)

イギリス、2.5 m、BS1363A プラグ、10 A、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
PWRCORD10083248-A (新規注文) または PWRCORD10083248-Z (既存のシステム)

デンマーク、2.5 m、DEMKO107 プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
PWRCORD10083636-A (新規注文) または PWRCORD10083636-Z (既存のシステム)

南アフリカ、2.5 m、BS546 プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、16 A


	
PWRCORD10187018-A (新規注文) または PWRCORD10187018-Z (既存のシステム)

ヨーロッパ、2.5 m、CEE 7/VII プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
PWRCORD10187019-A (新規注文) または PWRCORD10187019-Z (既存のシステム)

北米、2.3 m、NEMA 5-15 プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
PWRCORD10187061-A (新規注文) または PWRCORD10187061-Z (既存のシステム)

北米、3.0 m、NEMA 5-15 プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、15 A


	
PWRCORD10187086-A (新規注文) または PWRCORD10187086-Z (既存のシステム)

台湾、2.5 m、CNS10917 プラグ、IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A


	
333U-10-10-C14 (新規注文) または PWRCORD10187055-Z (既存のシステム)

ジャンパー、1.0 m、ストレート IEC60320-2-2 Sheet E (C14) プラグ、ライトアングル IEC60320-1-C13 コネクタ、10 A、250 VAC


	
333A-25-10-AR (新規注文): アルゼンチン、2.5m、IRAM207


	
333A-25-10-BR (新規注文): XATO、PWRCRD、2.5 m、ブラジル C13


	
333A-25-10-CN (新規注文): 電源コード、中国、2.5m、GB2099、10 A


	
333A-25-10-IL (新規注文): 電源コード、イスラエル、2.5m、SI-32、10 A


	
333A-25-10-IN (新規注文): 電源コード、インド、2.5m、IS1293、10 A


	
333A-25-10-KR (新規注文): 電源コード、韓国、2.5m、KSC8305、10 A









メディアとラベルの注文について 

	
各地域の販売代理店からメディアを注文するには、またはメディアのプリセールスサポートを受けるには、1.877.STK.TAPE に電話で問い合わせてください。


	
電子メール: tapemediaorders_ww@oracle.com




詳細は、弊社 Web サイトでテープメディアの部分を参照してください。

https://www.oracle.com/storage/products.html#tape

「Show all Tape Storage products」リンク、「StorageTek LTO Data Cartridges」リンクの順にクリックします。








A 位置

この付録では、SL150 Modular Tape Library の壁面 (側面)、テープスロット、および位置のスキームについて説明します。


ライブラリの壁面

ライブラリには 2 種類の壁面があります。

	
15 カートリッジスロットのマガジンアレイから成る左壁面


	
15 カートリッジスロットのアレイマガジンおよび 4 カートリッジスロットのメールスロットマガジンアレイから成る右壁面




テープ (カートリッジ) はスロット内に水平に配置され、ハブを下向きに、床面と平行になります。ずれ防止のために、スロット内のテープはモールド成型された固定クリップで内側に固定されます。






テープスロットの位置

図A-1 から図A-3 に、有効なストレージスロット、メールスロット、およびドライブの位置を示します。

以前の StorageTek ライブラリのテープ位置は、パネル、行、および列の値を含むライブラリ物理アドレス指定スキームによって示されていました。SL150 では、参照するコンポーネントごとに変更できるユーザー物理アドレス指定スキームが使用されます。


	コンポーネント
	SCSI 要素アドレス	ユーザー物理アドレス指定

	スロット (データ)	はい
	module,side,row,column
	スロット (予約)	いいえ
	module,side,row,column
	ドライブ
	はい
	module,top|bottom
	メールスロット
	はい
	slot number
	拡張メールスロット
	はい
	module,side,row,column
	電源装置
	いいえ
	module,top|bottom
	ハンド (ロボット)	はい
	該当なし







図A-1 から図A-3 は、これらの用語が該当する場所を示しています。


要素のマッピング

表A-1 は、開始要素アドレスと、SL150 ライブラリが 10 モジュールで設置されている場合の各要素タイプの最大数を示しています。




	
注記:

メールスロットを使用すると、ライブラリの操作中にオペレータがカートリッジの挿入または取り出しを行うことができます。メールスロットはインポート/エクスポート要素またはカートリッジアクセスポート (CAP) とも呼ばれます。








表A-1 開始要素アドレスおよび最大要素数

	要素タイプ
	第 1 要素アドレス	10 モジュールから成る SL150 ライブラリと標準メールスロット構成の最大要素数	10 モジュールから成る SL150 ライブラリと拡張メールスロット構成の最大要素数
	
ハンド


	
0

	
1

	
1


	
メールスロット


	
10

	
4

	
19


	
ドライブ


	
500

	
20

	
20


	
ストレージスロット


	
1000

	
300

	
285








表A-2 は、SL150 ライブラリの要素タイプおよび関連する番号付けキーを示しています。


表A-2 番号付けキー

	要素タイプ
	番号付けキー

	
ハンド


	
ホストアドレス: SCSI Element Address


	
メールスロット


	
ホストアドレス: SCSI Element Address

ユーザー物理: slot number


	
拡張メールスロット


	
ホストアドレス: SCSI Element Address

ユーザー物理: module,side,row,column


	
ドライブ


	
ホストアドレス: SCSI Element Address

ユーザー物理: module,Top|Bottom


	
ストレージスロット


	
ホストアドレス: SCSI Element Address

ユーザー物理: module,side,row,column


	
予約スロット


	
ユーザー物理: module,side,row,column


	
電源装置


	
ユーザー物理: module,Top|Bottom











ライブラリの構成とスロットマップ

図A-1 は、1 つの基本モジュールがあり、予約セルはなく、標準メールスロット構成を備えたライブラリを示しています。

図A-2 は、2 つのモジュールがあり、予約セルはなく、拡張メールスロット構成を備えたライブラリを示しています。

図A-3 は、10 個のモジュール、3 つの予約セル、および標準メールスロット構成を備えたライブラリを示しています。


図A-1 パーティション分割されていない 1 モジュールのライブラリ、標準メールスロット、予約セルなし

[image: 図A-1 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:

1 - モジュール 1 (基本)

2 - ロボット

3 - 電源装置

4 - 標準メールスロット

5 - 左マガジン前面

6 - 右マガジン前面

7 - ストレージスロット

8 - テープドライブ


図A-2 パーティション分割されていない 2 モジュールのライブラリ、拡張メールスロット、予約セルなし

[image: 図A-2 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:

1 - モジュール 1 (基本)

2 - ロボット

3 - 電源装置

4 - テープドライブ

5 - 標準メールスロット

6 - メールスロット拡張

7 - 右マガジン前面

8 - 左マガジン前面

9 - ストレージスロット

10 - モジュール 2 (拡張)


図A-3 パーティション分割されていない 10 モジュールのライブラリ、標準メールスロット、3 つの予約セル

[image: 図A-3 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:

1 - モジュール 1 (基本)

2 - ロボット

3 - 電源装置

4 - 標準メールスロット

5 - 左マガジン前面

6 - 右マガジン前面

7 - ストレージスロット

8 - 予約スロット (構成可能)

9 - テープドライブ

10 - モジュール 10 (拡張)





容量

表A-3 は、ライブラリ構成に拡張モジュールが追加されたときの、ストレージ、メールスロット、およびテープドライブスロットの数を示しています。

ライブラリがパーティション分割されている場合は、アドレスの番号付けが異なります。ユーザーアドレス指定インデックスの前にパーティション番号が付加されます (付録B パーティション分割の概要を参照)。


表A-3 各種構成におけるストレージスロット、メールスロット、ドライブの数

	ライブラリ構成
	標準メールスロット構成
	拡張メールスロット構成
	合計
	モジュール
	合計ストレージスロット数
	合計メールスロット数1	合計ストレージスロット数
	合計メールスロット数	ドライブスロット数

	
基本モジュール


	
30

	
4

	
15

	
19

	
2


	
基本モジュールと 1 つの拡張モジュール2

	
60

	
4

	
45

	
19

	
4


	
基本モジュールと 2 つの拡張モジュール

	
90

	
4

	
75

	
19

	
6


	
基本モジュールと 3 つの拡張モジュール

	
1200

	
4

	
105

	
19

	
8


	
基本モジュールと 4 つの拡張モジュール

	
150

	
4

	
135

	
19

	
10


	
基本モジュールと 5 つの拡張モジュール

	
180

	
4

	
165

	
19

	
12


	
基本モジュールと 6 つの拡張モジュール

	
210

	
4

	
195

	
19

	
14


	
基本モジュールと 7 つの拡張モジュール

	
240

	
4

	
225

	
19

	
16


	
基本モジュールと 8 つの拡張モジュール

	
270

	
4

	
255

	
19

	
18


	
基本モジュールと 9 個の拡張モジュール

	
300

	
4

	
285

	
19

	
20


	
注:

1. メールスロット (標準メールスロットと拡張メールスロット) はすべて物理的には、基本モジュールにあります。

2. 各拡張モジュールには、30 個のストレージスロットと 2 つのドライブスロットがあります。












診断およびクリーニングカートリッジの位置

基本モジュールの前面左 (列 1) にある合計 3 スロットまでを構成できます。予約スロットに診断およびクリーニングカートリッジを格納できます。顧客が予約スロットを構成することはできず、構成すると予約スロットは通常のストレージスロットとして使用されます。

ユーザーは、基本モジュールのマガジン内でこれらの予約スロットの 3 つまでを、行 1、列 1 から始めて列 1 の行 3 まで構成できます。

パーティション分割されたライブラリでは、パーティション分割を有効にする前に予約スロットを構成する必要があります。










B パーティション分割の概要


SL150 ライブラリは最大 8 つのセクションにパーティション分割できます。

簡潔に言えば、1 つのライブラリとそのすべてのカートリッジスロット、テープドライブ、およびメールスロットを単一体とする代わりに、ライブラリとこれらのコンポーネントをセクション (パーティション) に分割できるようになります。ライブラリは最大 8 つのパーティションをサポートします。各パーティションには 1 つのホストまたは複数のホストがアクセスできます。


パーティション分割 — 一般

パーティション分割には、この機能を効果的に使用するために理解しておくべき関連用語があります。場合によっては、これらの用語の定義が、パーティション分割されていない従来のライブラリ構成のユーザーによく知られている概念を修正することもあります。

「パーティション」とは、1 つのライブラリの部分を個別のセクションに分割するプロセスのことです。パーティション分割機能は非常に高い柔軟性をユーザーに提供します。

ライブラリをパーティション分割できるようにするには、いくつかの重要な点を考慮する必要があります。

	
各パーティションには、そのパーティション専用のテープドライブとマガジンが指定され、ほかのパーティションがこれらのテープドライブやマガジンのストレージスロットを使用することはできません。


	
パーティションユーザーは、常駐テープボリュームにどのくらいのストレージ領域が必要か、およびどのくらいの空きスロットが必要かを予測する必要があります。ライブラリ内のパーティションに対するストレージ要件を定義したら、この要件を満たす十分なモジュールがライブラリ内に存在する必要があります。








パーティション分割 — 機能

SL150 ライブラリでは、1 つから 8 つのパーティションをサポートします。

顧客は、パーティション分割されていないライブラリか、1 つから 8 つのパーティションを持つパーティション分割されたライブラリを選択できます。

パーティション分割されたライブラリが必要な場合、管理者は「Library Partitioning」オプションを有効にし、必要な数のパーティションを追加します。管理者は、次によって各パーティションを構成します。

	
1 つ以上のマガジン


	
1 台以上のテープドライブ


	
1 台のブリッジドライブ




メールスロットはすべてのパーティション間で共有されます。ライブラリで標準メールスロットが構成されている場合、すべてのパーティションが標準メールスロットを共有します。ライブラリで拡張メールスロットが構成されている場合、すべてのパーティションが拡張メールスロットを共有します。

ユーザーがライブラリを 2 つのパーティションに分割する方法の例として、図B-1 を参照してください。この例では、次のようになります。

	
パーティション 1 は、ライブラリの左側にあるマガジンを所有します。


	
パーティション 2 は、ライブラリの右側にあるマガジンを所有します。


	
パーティション 1 は各モジュールの上部ドライブを所有します。


	
パーティション 2 は各モジュールの下部ドライブを所有します。




SCSI 要素アドレスは、各パーティションの左から右および上から下に割り当てられます。図B-1 の例は、両方のパーティションにある要素の SCSI 要素アドレスを示しています。


図B-1 10 モジュールから成るライブラリ、2 つのパーティション、および標準メールスロット構成

[image: 図B-1 については、周囲のテキストで説明しています。]



図の凡例:

1 - モジュール 1 (基本)

2 - パーティション 1

3 - パーティション 2

4 - ロボット

5 - 電源装置

6 - テープドライブ

7 - 標準メールスロット

8 - 左マガジン前面

9 - 右マガジン前面

10 - モジュール 10 (拡張)

11 - パーティション 1 のリソース

12 - パーティション 2 のリソース

13 - 共有リソース

14 - 予約スロット (構成可能、共有リソース)

ライブラリがパーティション分割されると、すべてのパーティションは SCSI 要素アドレス 10 から始まるメールスロットを報告します。メールスロット要素の数はメールスロットの構成によって異なります。

	
標準メールスロットが構成されている場合、ライブラリは 4 つのメールスロット要素を報告します。


	
拡張メールスロットが構成されている場合、ライブラリは 19 個のメールスロット要素を報告します。





パーティション分割 — アクセス制御

ブリッジされたテープドライブに対してコマンドを発行するすべてのホストは、ライブラリパーティションにもコマンドを送信できます。コマンドは、そのブリッジドライブを含んでいるパーティションによって処理されます。ホストは、ドライブへのコマンドは LUN 0、ライブラリへのコマンドは LUN 1 に送信します。





パーティション分割 — 共有メールスロットの動作

ライブラリがパーティション分割されている場合、メールスロットは共有リソースになります。パーティションがメールスロットにアクセスする必要があるときは、インポートまたはエクスポート操作を開始する前に、オペレータがユーザーインタフェースで「ASSIGN」アクションを使用してパーティションをメールスロットに割り当てる必要があります。ヘルプについては、『StorageTek SL150 Modular Tape Library ユーザーズガイド』を参照してください。

パーティションをメールスロットに割り当てることにより、共有メールスロットの排他的所有権がパーティションに与えられます。これにより、カートリッジが必ず正しいパーティションに挿入されるとともに、ほかのパーティションが使用中の共有メールスロットを所有するのを防ぎます。

メールスロットがパーティションに割り当てられていない場合、そのパーティションに接続されている SCSI ホストアプリケーションは、メールスロットが開いていることを示すステータス情報をライブラリから受け取ります。メールスロットが開いているというステータスをSCSI ホストアプリケーションが受け取ると、アプリケーションはオペレータに、メールスロットを閉じるかメールスロットをパーティションに割り当てるように指示します。SCSI ホストアプリケーションは、開いているメールスロットと、パーティションに割り当てられていない共有メールスロットの違いを区別できません。

メールスロットがパーティションに割り当てられていないか、メールスロットが実際に開いているとき、次の SCSI コマンドはメールスロットが開いているというステータスを返します。

	
メールスロット要素への、またはメールスロット要素からの、SCSI MOVE コマンド。このコマンドは「Check Condition」ステータスで終了します。センスデータは「Not Ready, Mailslot Open (Sense Key =2h, ASC =3Ah, ASCQ =02h)」を示します。


	
メールスロット要素を含む SCSI READ ELEMENT STATUS コマンド。このコマンドは「GOOD」ステータスで終了します。メールスロットのインポート/エクスポート要素記述子データは、メールスロットが開いていることを示す例外条件を返します。Except ビットは 1 に設定され、ASC フィールドは 3Ah に設定され、ASCQ フィールドは 02h に設定されます。




表B-1 に、SCSI Move および SCSI Read Element Status コマンドが共有メールスロットの割り当てによってどのように影響されるかを示します。この例の目的のため、ライブラリは 2 つのパーティションで構成されています。ライブラリは最大 8 つのパーティションをサポートします。動作は、パーティションが 1 つでも複数でも同じです。


表B-1 共有メールスロットの割り当てに影響される SCSI コマンド

	メールスロットの割り当て
	パーティション 1 からのコマンド	パーティション 2 からのコマンド
	
割り当てられていない


	
コマンドはメールスロットのドアが開いている場合と同様に処理されます。次のコマンドは例外ステータスを報告します。

	
メールスロット要素を含む Read Element Status コマンド


	
移動元または移動先がメールスロットに設定されている Move コマンド




	
コマンドはメールスロットのドアが開いている場合と同様に処理されます。次のコマンドは例外ステータスを報告します。

	
メールスロット要素を含む Read Element Status コマンド


	
移動元または移動先がメールスロットに設定されている Move コマンド





	
パーティション 1 に割り当て

	
コマンドは正常に処理されます。

SCSI Read Element Status および SCSI Move コマンドは、メールスロットが物理的に開いており、かつ、リクエストにメールスロットが含まれている場合のみ、メールスロットが開いていることを報告します。

	
コマンドはメールスロットのドアが開いている場合と同様に処理されます。次のコマンドは例外ステータスを報告します。

	
メールスロット要素を含む Read Element Status コマンド


	
移動元または移動先がメールスロットに設定されている Move コマンド





	
パーティション 2 に割り当て

	
コマンドはメールスロットのドアが開いている場合と同様に処理されます。次のコマンドは例外ステータスを報告します。

	
メールスロット要素を含む Read Element Status コマンド


	
移動元または移動先がメールスロットに設定されている Move コマンド




	
コマンドは正常に処理されます。

SCSI Read Element Status および SCSI Move コマンドは、メールスロットが物理的に開いており、かつ、リクエストにメールスロットが含まれている場合のみ、メールスロットが開いていることを報告します。











	
注記:

インポートまたはエクスポート操作が完了したときに、オペレータがユーザーインタフェースで「UNASSIGN」アクションを使用して、パーティションからメールスロットの所有権を削除する必要があります。







メールスロットがロック解除されている場合のみ、オペレータがメールスロットを開くことができます。メールスロットのロックまたはロック解除の状態は、メールスロットの割り当てと SCSI Prevent/Allow Medium Removal の状態によって決まります。ライブラリは各パーティションの Prevent/Allow Medium Removal データを個別に保持します。詳細は、SL150 Modular Tape Library のインタフェースリファレンスに関するマニュアルで SCSI Prevent/Allow Medium Removal コマンドを参照してください。

表B-2 に、共有メールスロットがロックまたはロック解除される条件を示します。「Ignored」という値は、そのパーティションの Prevent/Allow Media Removal 状態が問題にならないことを示します。この例の目的のため、ライブラリは 2 つのパーティションで構成されています。ライブラリは最大 8 つのパーティションをサポートします。動作は、パーティションが 1 つでも複数でも同じです。


表B-2 共有メールスロットのドアのロックおよびロック解除の条件

	メールスロットの割り当て
	パーティション 1 の Prevent/Allow Media Removal 状態	パーティション 2 の Prevent/Allow Media Removal 状態	メールスロットのロック状態

	
割り当てられていない


	
無視


	
無視


	
ロック



	
パーティション 1 に割り当て

	
許可


	
無視


	
ロック解除



	
パーティション 1 に割り当て

	
防止


	
無視


	
ロック



	
パーティション 2 に割り当て

	
無視


	
許可


	
ロック解除



	
パーティション 2 に割り当て

	
無視


	
防止


	
ロック














パーティション分割 — 機能の削除

SL150 ライブラリの管理者は、ライブラリのパーティション分割をオフにすることで、すべてのパーティションを削除できます。管理者は新しい構成の一部として、ブリッジドライブを指定する必要があります。








C 汚染物質の管理

テープライブラリ、テープドライブ、およびテープメディアは大気中に浮遊する微粒子によって損傷を受けやすいため、コンピュータ室の汚染物質レベルの管理はきわめて重要です。


環境汚染物質

ほとんどの微粒子は 10 ミクロンよりも小さく、多くの状況下では裸眼で見ることができませんが、これらの微粒子は最大の被害をもたらす可能性があります。結果として、オペレーティング環境は次の要件に従う必要があります。

	
ISO 14644-1 クラス 8 環境。


	
大気中に浮遊する微粒子の全質量を 1 立方メートルあたり 200 マイクログラム以下にする必要がある。


	
ANSI/ISA 71.04-1985 準拠の重要度レベル G1。




現在、Oracle では 1999 年に承認された ISO 14644-1 標準を必要としていますが、ISO 14644-1 の更新済みの標準が ISO 理事会で承認されると、それもすべて必要になります。ISO 14644-1 標準は、主として微粒子の量と大きさおよび適切な測定方法を重視していますが、微粒子の全体的な質量には対応していません。結果として、コンピュータ室またはデータセンターで ISO 14644-1 仕様を満たすことができても、室内の特定タイプの微粒子のせいで引き続き装置が損傷を受けるので、全質量を制限するための要件も必要です。加えて、一部の大気中化学物質はさらに有害なため、ANSI/ISA 71.04-1985 仕様ではガス状汚染物質に取り組んでいます。3 つの要件はすべて、ほかの主要なテープストレージのベンダーが設定した要件と一致しています。





必要な大気質レベル

微粒子やガスなどの汚染物質は、コンピュータハードウェアの永続的な運用に影響を及ぼすことがあります。影響は、断続的な干渉から実際のコンポーネント障害まで多岐にわたる可能性があります。コンピュータ室は、高い清浄度レベルを達成するように設計されている必要があります。ハードウェアに与える潜在的な影響を最小限にできるように、大気中のほこり、ガス、および水蒸気を定義された制限の範囲内に保つ必要があります。

大気中に浮遊する微粒子のレベルを ISO 14644-1 クラス 8 環境の制限の範囲内に保つ必要があります。この標準では、大気中の浮遊微粒子の濃度に基づいてクリーンゾーンの大気質クラスを定義します。この標準では、微粒子の大きさがオフィス環境の標準空気に比べて 1 桁小さくなります。10 ミクロン以下の粒子は、数多く存在する傾向があるためにほとんどのデータ処理ハードウェアにとって有害であり、さらに損傷を受けやすい多数のコンポーネントの内部空気フィルタ処理システムを簡単に逃れることができます。コンピュータハードウェアがこれらのサブミクロン粒子に大量にさらされると、可動部分や損傷を受けやすい接合部分への脅威やコンポーネントの腐食によってシステムの信頼性が損なわれます。

また、特定のガスの濃度が過剰に高くなると、腐食が進み、電子部品が故障する可能性があります。ハードウェアが損傷を受けやすいこと、また適切なコンピュータ室の環境ではほぼ完全に空気が再循環していることの両方の理由で、ガス状汚染物質はコンピュータ室では特に関心の高い問題です。室内の汚染物質の脅威は、気流パターンの循環的性質によって増大します。よく換気されたサイトではあまり懸念されない程のエクスポージャーでも、空気を再循環している部屋ではハードウェアを繰り返し攻撃します。また、コンピュータ室の環境が外的影響にさらされるのを防ぐ隔離によっても、室内の取り組まれずにいる有害な影響が増大する可能性があります。

電子部品に特に危険なガスには、塩素化合物、アンモニアとその誘導体、硫黄酸化物、および石油系炭化水素が含まれています。適切なハードウェアのエクスポージャーの限度を設けていない場合は、健全性のエクスポージャーの限度を使用する必要があります。

以降のセクションで ISO 14644-1 クラス 8 環境を維持するためのいくつかの最良事例について詳しく説明しますが、次の基本的な注意事項を守る必要があります。

	
この場所への飲食の持ち込みを禁止すること。


	
データセンターの清潔な場所に段ボール、木材、または梱包材を保管しないこと。


	
クレートやボックスから新しい機器を開梱するための個別の場所を特定すること。


	
データセンターで建設またはドリル作業を行う場合は、損傷を受けやすい機器と、特にその機器に向けられる空気をあらかじめ隔離すること。建設では、ISO 14644-1 クラス 8 基準を超える高レベルの微粒子が局所的に生成されます。特に乾式壁や石こうはストレージ装置に損傷を与えます。








汚染物質の特性と汚染源

室内の汚染物質はさまざまな形態を取ることがあり、数えきれないほどの汚染源から発生します。室内での機械的処理によって危険な汚染物質が生成されたり、静まっていた汚染物質がかき回されたりすることがあります。微粒子を汚染物質とみなすには、2 つの基本的な条件が満たされる必要があります。

	
ハードウェアに損傷を与える可能性がある物理特性を備えている。


	
物理的な損傷が起こる可能性のある領域に移動できる。




潜在的な汚染物質と実際の汚染物質の唯一の違いは時間と場所です。粒子物質は、それが大気中を浮遊している場合に損傷を与える可能性がある場所に移動する確率がもっとも高くなります。このため、大気中の粒子濃度はコンピュータ室の環境の質を判定するのに役立つ測定値となります。現地の状況によっては、1,000 ミクロンの大きさの粒子が大気中に浮遊するようになる可能性がありますが、その活動期間は非常に短く、ほとんどのフィルタ装置によって捕まります。損傷を受けやすいコンピュータハードウェアにとってサブミクロンの粒子ははるかに危険です。なぜなら、それらが非常に長期間にわたって浮遊し続けて、フィルタを逃れやすいからです。


オペレータの活動

コンピュータスペース内での人間の動きは、それ以外では清潔なコンピュータ室で、おそらく単一でもっとも大きな汚染源です。通常の動きによって、ふけや髪の毛などの組織片や衣類の布繊維が払い落とされる可能性があります。引き出しやハードウェアパネルの開閉または金属と金属を擦り合わせる動作によって金属の削りくずが生じる可能性があります。フロアを歩いて横切るだけで静まっていた汚染物質がかき回されて大気中を浮遊し、危険になる可能性があります。





ハードウェアの動き

ハードウェアの設置や再構成では、下張り床での作業がかなり多くなるため、静まっていた汚染物質がいとも簡単にかき乱されて、部屋のハードウェアへの供給空気流の中を浮遊するようになります。これは特に、下張り床のデッキが保護されていない場合に危険です。保護されていないコンクリートは、細かい粉じんを空気流に排出し、白華 (蒸発や静水圧によってデッキの表面に生じる無機塩類) の影響を受けやすくなります。





外気

管理された環境の外側から入ってくる空気のフィルタリングが不十分であると、数えきれない程の汚染物質が取り込まれる可能性があります。ダクト工事でのフィルタ処理後の汚染物質は、空気流となって、ハードウェア環境に取り込まれる可能性があります。これは特に、下張り床のすき間が給気ダクトとして使用されている下降流方式の空調設備で重要です。構造上のデッキが汚染されている場合、またはコンクリート平板がふさがれていない場合は、微粒子物質 (コンクリートの粉じんや白華) が部屋のハードウェアに直接運ばれる可能性があります。





保管品

未使用のハードウェアや補給品の保管と取り扱いもまた汚染源となることがあります。段ボール箱や木製スキッドを移動したり、取り扱ったりすると、繊維が落ちます。保管品は汚染源であるだけではありません。コンピュータ室の管理された場所でそれらを取り扱うことで、室内にすでにある静まっていた汚染物質がかき回される可能性があります。





外的影響

負圧環境では、隣接したオフィス地域や建物の外装からの汚染物質がドアのすき間や壁の浸透によってコンピュータ室の環境に入り込める可能性があります。アンモニアやリン酸は農産加工に関連していることがよくあり、工業地域では数えきれないほどの化学薬品が生じる可能性があります。そのような工業がデータセンター施設の近くに存在する場合は、薬剤用のフィルタ処理が必要になることがあります。自動車の排ガス、地域の採石場や石造施設からの粉じん、または海霧からの潜在的な影響も、関連があれば評価するようにしてください。





清掃活動

不適切な清掃のやり方によっても環境が悪化することがあります。通常の、つまり「オフィス」での清掃に使用される多くの化学薬品は、損傷を受けやすいコンピュータ機器に損傷を与える可能性があります。潜在的に有害な化学物質 (概要については、清掃手順と洗浄装置セクションを参照) は避けるようにしてください。これらの製品からのガス放出またはハードウェアコンポーネントとの直接の接触によって障害が発生する可能性があります。ビルのエアハンドラに使用されるいくつかの殺生物性処理剤もコンピュータ室での使用が不適切です。その理由は、それらにコンポーネントに悪影響を及ぼす可能性のある化学物質が含まれているか、またはそれらが再循環方式の空調設備の空気流内で使用するように設計されていないためです。手押し式モップやフィルタ処理が不十分な電気掃除機の使用でも汚染物質が放出されます。

金属粒子、大気粉じん、溶媒蒸気、腐食ガス、ばい煙、飛散繊維、塩などの大気汚染物質がコンピュータ室の環境に入り込んだり、その中で生成されたりしないようにするための対策を講じることが不可欠です。ハードウェアのエクスポージャーの限度を設けていない場合は、OSHA、NIOSH、または ACGIH が提供する人間のエクスポージャーの限度を使用するようにしてください。







汚染物質の影響

浮遊微粒子と電子計器の間で有害な相互作用が発生する方法はいくらでもあります。干渉方法は、クリティカルインシデントの時間と場所、汚染物質の物理特性、およびコンポーネントが配置されている環境によって異なります。


物理的干渉

張力が成分材料のそれよりも 10% 以上大きい硬質粒子は、粉砕作用や埋め込みによってコンポーネントの表面から材料をはがすことがあります。軟質粒子はコンポーネントの表面に損傷を与えることはありませんが、所々に溜まって適切な機能を妨げる可能性があります。これらの粒子に粘着性がある場合は、ほかの粒子物質を集める可能性があります。非常に小さな粒子でも、粘着性のある表面上に集まったり、帯電の結果として凝集したりすれば影響を与える可能性があります。





腐食障害

微粒子の本来備わっている組成が原因か、または微粒子による水蒸気やガス状汚染物質の吸収が原因で発生する腐食障害または間欠接触も損傷を与える可能性があります。汚染物質の化学組成がきわめて重要な場合があります。たとえば、塩は大気中の水蒸気を吸収して大きくなることができます (核生成)。損傷を受けやすい場所に無機塩類の堆積物が存在し、その環境に十分な湿気がある場合、それはメカニズムに物理的に干渉しうる大きさまで成長するか、または食塩水となって損傷を与える可能性があります。





漏電

伝導経路は、回路基板などのコンポーネント上の微粒子が堆積することで生じる可能性があります。もともと伝導性のある微粒子の種類はそれほど多くはありませんが、湿気の多い環境ではかなりの量の水を吸収できます。導電性のある微粒子が原因で発生した問題は、断続的な故障から実際のコンポーネント障害や運用上の障害まで多岐にわたる可能性があります。





熱による損傷

フィルタ付きデバイスの早期の目詰まりによって、空気流内に制約が生じて、内部のオーバーヒートやヘッドのクラッシュを引き起こす恐れがあります。ハードウェアコンポーネント上に何層にも堆積した大量のほこりもまた、絶縁層を形成して、熱に関連した障害を招く恐れがあります。







室内条件

データセンターの管理されたゾーン内の表面はすべて高い清浄度レベルに保つようにしてください。訓練を受けた専門家が定期的にすべての表面を清掃するようにしてください (概要については、清掃手順と洗浄装置のセクションを参照)。ハードウェアの下の部分、およびアクセスフロアのグリッドには特別な注意を払うようにしてください。ハードウェアの空気取り入れ口近くにある汚染物質は、損傷を与える恐れのある場所により簡単に運ばれる可能性があります。アクセスフロアのグリッド上に堆積した微粒子は、下張り床を利用するために床タイルが持ち上げられると大気中に強制的に運ばれる可能性があります。

下降流方式の空調設備での下張り床のすき間は、給気吹き出し口の役目を果たします。この部分は空調装置によって圧力がかけられ、空調された空気が穴の開いた床板を通してハードウェアスペースに取り込まれます。そのため、空調装置からハードウェアに移動するすべての空気は、最初に下張り床のすき間を通過する必要があります。給気吹き出し口の状態が不適切であると、ハードウェア領域の状態に劇的な影響を及ぼす可能性があります。

データセンター内の下張り床のすき間は、ケーブルやパイプを走らせるのに便利な場所としかみなされないことがよくあります。これはダクトでもあるため、二重床の下の状態を高い清浄度レベルに保つ必要があることを覚えておくことが重要です。汚染源には、劣化した建築資材、オペレータの活動、または管理されたゾーンの外側からの侵入が含まれることがあります。微粒子の堆積物が形成され、そこでケーブルなどの下張り床の部品がエアダムを作ることによって、微粒子が沈着し堆積することがよくあります。これらの部品を移動すると、その微粒子が供給空気流に再度取り込まれ、そこからハードウェアに直接運ばれる可能性があります。

損傷したか、または適切に保護されていない建築資材は、下張り床の汚染物質の汚染源になることがよくあります。保護されていないコンクリート、石積みブロック、しっくい、または石こうボードは時間とともに劣化して、微粒子を大気中に排出するようになります。フィルタ処理後の空調装置の表面や下張り床の部品の腐食も問題になることがあります。これらの汚染物質に対処するために、下張り床のすき間を定期的に十分かつ適切に除染する必要があります。除染処理には、HEPA (High Efficiency Particulate Air) フィルタを備えた電気掃除機のみを使用するようにしてください。フィルタ処理が不十分な電気掃除機では微粒子が捕まらず、それらはそのユニットを高速で通過して、大気中に強制的に放出されます。

保護されていないコンクリート、石積み、またはその他の同様の材料は持続的に劣化しやすくなります。建設中に通常使用される封止剤や硬化剤は、激しい通行量からデッキを保護したり、床材の適用に備えてデッキを準備したりするためのものであることが多く、給気吹き出し口の内表面には向いていません。定期的な除染は遊離した微粒子の対処には役立ちますが、表面は引き続き時間とともに劣化しやすいか、または下張り床での活動によって摩耗します。建設時に下張り床のすべての表面が適切に保護されるのが理想的です。そうでない場合は、オンライン室の表面に対処するために特別な予防措置が必要になります。

封止処理では適切な材料と方法のみを使用することがきわめて重要です。封止剤や手順が不適切であると、改善させるはずの状態が実際には悪化してしまい、ハードウェアの操作や信頼性に影響を及ぼす可能性があります。オンライン室の給気吹き出し口を封止する際には、次の予防措置を取るようにしてください。

	
手動で封止剤を塗布します。オンラインのデータセンターではスプレーの適用はまったく適切ではありません。吹き付け処理は、封止剤が供給空気流に強制的に運ばれて、デッキにつながるケーブルを封止する可能性が高くなります。


	
着色した封止剤を使用します。着色すると、封止剤の塗布されているところを目で確認できるようになり、すべての範囲に確実に塗布できます。また、時間とともに損傷を受けたり、露出したりする部分を特定するのにも役立ちます。


	
対象となる領域の不規則なテクスチャーを効果的にカバーするために、また湿分移動や水分による損傷を最小限に抑えるために、高い柔軟性と低い多孔性を備えている必要があります。


	
封止剤から有害な汚染物質が放出されることがあってはいけません。業界でよく使われる多くの封止剤は、高度にアンモニア処理されているか、またはハードウェアに害を及ぼす可能性のある他の化学物質が含まれています。このガス放出によって即座に破壊的な障害が発生するという可能性はきわめて低いですが、これらの化学物質がコンタクト、ヘッド、またはその他のコンポーネントの腐食の一因となることはよくあります。




オンラインのコンピュータ室で下張り床のデッキを効果的に封止することは細心の注意を要する非常に難しいタスクですが、適切な手順と材料を使用すれば、安全に行うことができます。天井のすき間を建物の空気システムの給気口または排気口として使用しないようにしてください。この部分は一般に汚れがひどく、掃除をするのが困難です。構造表面は繊維質の耐火材で覆われていることが多く、天井のタイルや断熱材も剥がれやすくなっています。フィルタ処理を行う前であっても、これは室内の環境状態に悪影響を及ぼす可能性がある不必要なエクスポージャーです。天井のすき間に圧力がかからないようにすることも重要です。これによって汚れた空気がコンピュータ室に強制的に送り込まれてしまうからです。下張り床と天井の両方に侵入のある支柱またはケーブルのみぞによって、天井のすき間に圧力がかかる可能性があります。





エクスポージャーポイント

データセンター内の潜在的なすべてのエクスポージャーポイントに取り組んで、管理されたゾーンの外側から受ける潜在的な影響を最小限にするようにしてください。コンピュータ室の正圧は汚染物質の侵入を制限するのに役立ちますが、部屋の周囲に割れ目があれば、それを最小限にすることも重要です。環境が正しく維持されるようにするには、次のことを考慮するようにしてください。

	
すべてのドアがその枠にぴったりと合うようにします。


	
詰めものと横木を使用すると、すき間を埋めることができます。


	
誤作動の可能性がある場所では自動ドアを避けるようにしてください。別の制御方法として、カートを押している要員がドアを簡単に開けられるようにドアのトリガーをリモートで取り付けます。損傷を非常に受けやすい領域、またはデータセンターが望ましくない状態にさらされている場所では、従業員向けの仕掛けを設計して取り付けることを推奨することがあります。間に緩衝剤が入っている二重のドアセットは、外部の状態への直接的なエクスポージャーを制限するのに役立つことがあります。


	
データセンターと隣接する領域との間の侵入をすべて封印します。


	
コンピュータ室の天井または下張り床の吹き出し口を管理のゆるい隣接した領域と共有しないようにします。








フィルタ処理

フィルタ処理は、管理された環境で大気中の浮遊微粒子に対処する効果的な手段の 1 つです。データセンターで機能するすべてのエアハンドラが十分にフィルタリングされて、室内が適切な状態に保たれるようにすることが重要です。部屋の環境を管理する際に推奨される方法は、室内のプロセス冷却です。室内のプロセスクーラーは室内空気を再循環させます。ハードウェア領域からの空気は、それがフィルタリングされて冷却されるユニットに通されてから、下張り床の吹き出し口に取り込まれます。その吹き出し口に圧力がかけられ、調和空気が穴の開いたタイルを通して室内に強制的に送り込まれたあと、再調整のために空調装置に送り返されます。標準的なコンピュータ室のエアハンドラに関連する気流パターンと設計は、標準の快適な冷却用空調装置よりも換気率がはるかに高いため、空気はオフィス環境よりもかなり頻繁にフィルタリングされます。適切なフィルタ処理によって大量の微粒子を捕まえることができます。室内に設置されたフィルタ (再循環方式の空調装置) は、最低効率が 40% (集塵効率、ASHRAE 52.1 標準) になります。より高価なプライマリフィルタの寿命を延ばすためには、低品質の前置フィルタを設置するようにしてください。

換気または正圧のためにコンピュータ室の管理されたゾーンに取り込まれる空気は、最初に高性能フィルタを通過します。建物の外側にあるソースからの空気は、HEPA (High Efficiency Particulate Air) フィルタを使用して、99.97% (DOP Efficiency MILSTD-282) 以上の効率でフィルタ処理されるのが理想的です。高価な高性能フィルタは、より頻繁に取り替えられる何層もの前置フィルタによって保護するようにしてください。低品質の前置フィルタ (ASHRAE 集塵効率 20%) はプライマリ防衛線になります。次のフィルタバンクは、ASHRAE 集塵効率が 60 - 80% のひだ付きのタイプと袋タイプのフィルタから構成されます。


	ASHRAE 52-76 集塵効率 %	3.0 ミクロン	1.0 ミクロン	0.3 ミクロン
	25-30	80	20	<5
	60-65	93	50	20
	80-85	99	90	50
	90	>99	92	60
	DOP 95	--	>99	95






低性能フィルタは、大気からサブミクロンの微粒子を除去する際はほぼ完全に効果がありません。使用するフィルタがエアハンドラに適切な大きさであることも重要です。フィルタパネルの周りのすき間によって、空気が空調装置を通過するときにフィルタを逃れる可能性があります。すき間や穴がある場合は、ステンレス鋼板やカスタムのフィルタアセンブリなどの適切な材料を使ってふさぐようにしてください。





正圧と換気

正圧と換気の要件に対応するためには、コンピュータ室のシステムの外側から空気を計画的に導入する必要があります。データセンターは、正圧を管理のゆるい周辺地域と関連付けて達成するように設計されています。より損傷を受けやすい領域の正圧は、部屋の周囲のちょっとした割れ目による汚染物質の侵入を制御する効果的な方法です。正圧システムは、コンピュータ室の汚染物質の侵入を最小限に抑えるため、データ処理センター内の出入り口などのアクセスポイントに空気の外向きの力がかかるように設計されています。最低限必要な空気のみが管理された環境に取り込まれます。複数の部屋があるデータセンターでは、もっとも損傷を受けやすい場所にもっとも高い圧力がかけられます。ただし、部屋に正圧をかけるために使用する空気が室内の環境状態に悪影響を及ぼさないことがきわめて重要です。コンピュータ室の外側から取り込まれる空気が適切にフィルタリングされ、許容できるパラメータの範囲内にあるように調整されることが不可欠です。空気の取り込みは最低限にするべきなので、これらのパラメータを目標としている部屋の状態よりも緩くできます。許容できる限界の正確な決定は、取り込まれる空気の量と、データセンターの環境への潜在的な影響に基づいています。

ほとんどのデータセンターではクローズドループ型の再循環方式の空調設備が使用されるため、部屋の占有者の換気要件を満たすのに最低限必要な量の空気を取り込む必要があります。通常、データセンターの領域の人口密度はかなり低いため、換気に必要な空気はごくわずかになります。たいてい、正圧の実施に必要な空気は部屋の占有者を適応させるために必要なそれを超える可能性があります。通常、外気量は補給空気の 5% 未満で十分です (『ASHRAE Handbook: Applications』の第 17 章)。占有者 1 人またはワークステーション 1 台につき 15 CFM の外気量で部屋の換気ニーズに十分対応できます。






清掃手順と洗浄装置

完全に設計されたデータセンターであっても継続的な保守が必要になります。設計上の欠陥や妥協を含むデータセンターでは、目標の制限内に状態を保つために多大な努力が必要になる場合があります。ハードウェアの性能は、データセンターの高い清浄度レベルのニーズに貢献する重要な要素の 1 つです。

もう 1 つの考慮事項はオペレータの認識です。かなり高い清浄度レベルを保つことは、データセンター内にいる間の特別な要件や制限に関する占有者の意識レベルを高めます。データセンターの占有者または訪問者は、管理された環境に高い関心を持ち続け、それにふさわしい行動を取る傾向が強くなります。また、かなり高い清浄度レベルに保たれ、きちんとよく整理されたやり方で維持されている環境は、部屋の居住者や訪問者から敬意を払われます。顧客になる可能性のある人がその部屋を訪れると、部屋の全体の外観を、優秀さと高品質への総合的な取り組みとみなします。効果的な清掃スケジュールは、特別に設計された短期的および長期的なアクションで構成する必要があります。これらは次のように要約できます。


	頻度
	タスク

	毎日のアクション
	ごみ捨て

	週に 1 度の活動	アクセスフロアの保守 (掃除機と水を含ませたモップでのモップがけ)
	3 か月に 1 度のアクション	ハードウェアの除染
部屋の表面の除染



	2 年に 1 度のアクション	下張り床のすき間の除染
空調設備の除染 (必要に応じて)









毎日のタスク

ここで説明する作業は、毎日捨てられるごみを部屋から取り除くことに重点を置いています。また、印刷室やオペレータの活動量がかなり多い部屋には毎日床に電気掃除機をかけることが必要になる場合があります。






週に 1 度のタスク

ここで説明する作業は、アクセスフロアシステムの保守に重点を置いています。1 週間の間に、アクセスフロアは溜まったほこりや傷で汚くなります。アクセスフロア全体に電気掃除機をかけ、水を含ませたモップで拭きます。いかなる目的であっても、データセンターで使用するすべての電気掃除機には HEPA (High Efficiency Particulate Air) フィルタが装備されているようにしてください。フィルタが不十分な機器は小さい粒子を捕まえられないだけでなく、それらをかき回して、改善させるはずだった環境を悪化させます。モップの先端部や雑巾がごみを落とさない適切なデザインになっていることも重要です。

データセンター内で使用する洗剤がハードウェアを脅かすものであってはいけません。ハードウェアに損傷を与える可能性のある液剤には、次のような製品が含まれます。

	
アンモニア処理されている


	
塩素系


	
リン酸塩系


	
漂白剤が濃縮されている


	
石油化学系


	
床をはがすものや修繕するためのもの




適切な液剤であっても濃度が不適切だと損傷を与える可能性があるため、推奨される濃度で使用することも重要です。液剤は、プロジェクト全体を通じて良好な状態に保ち、過度の適用は避けるようにしてください。





3 か月に 1 度のタスク

3 か月に 1 度の作業は、ずっと詳細で包括的な除染スケジュールを必要とし、熟練したコンピュータ室の汚染管理の専門家によってのみ行われます。これらのアクションは、アクションのレベルと存在している汚染物質に基づいて 1 年間に 3 - 4 回行うようにします。戸棚、水平の出っ張り、ラック、棚、支援機材など、部屋のすべての表面を徹底的に除染します。高い出っ張り、照明器具、および一般にアクセスしやすい部分は、適宜処理したり、掃除機をかけたりします。窓、ガラスの仕切り、ドアなどの垂直面を完全に処理します。表面除染プロセスでは、粒子吸収物質を含浸させた特殊な雑巾を使用します。これらの活動を行うときに一般的なぼろ切れや織布を使用しないでください。これらの活動中に化学薬品、ワックス、または溶剤を一切使用しないでください。

ハードウェアのすべての外面 (水平面と垂直面を含む) から沈着している汚染物質を取り除きます。ユニットの空気吸い込み口および吹き出し口の鉄板を同様に処理します。ユニットの操縦翼面は軽い圧縮空気を使用すれば除染できるので、この部分を拭き取らないでください。キーボードとライフセーフティーコントロールの清掃時にも特別な注意を払うようにしてください。ハードウェアのすべての表面の処理には、特殊加工を施された雑巾を使用します。モニターは、オプティカルクリーナと静電気が起きない布で処理します。静電放電 (ESD) 散逸性化学物質は腐食性があり、損傷を受けやすいほとんどのハードウェアに有害であるため、コンピュータハードウェア上でこの物質を一切使用しないようにしてください。コンピュータハードウェアは、静電気散逸性を受け入れるように十分に設計されているため、それ以上の処理は必要ありません。ハードウェアと部屋の表面の除染がすべて完全に終わったら、「週に 1 度の作業」で詳述したように、アクセスフロアに HEPA 装備の掃除機をかけ、水を含ませたモップで拭きます。





2 年に 1 度のタスク

下張り床のすき間は、吹き出し口の表面の状態と汚染物質の溜まり具合に基づいて 18 - 24 か月ごとに除染するようにしてください。1 年の間に、下張り床のすき間ではかなりの量の活動が行われて、汚染物質が新たに蓄積されます。週に 1 度の床の上の清掃活動によって下張り床に溜まるほこりは大幅に減りますが、表面のほこりの一部は下張り床のすき間に入り込みます。下張り床はハードウェアの給気吹き出し口の役目を果たしているため、この部分を高い清浄度レベルに保つことが重要です。二次汚染を減らすために下張り床の除染処理は短時間で行うことが最善です。この処理の担当者は、ケーブルの接続と優先順位を判断できるように十分な訓練を受けています。下張り床のすき間のそれぞれのエクスポージャー部分を個別に検査して、ケーブルの取り扱いや移動が可能かどうか評価します。ケーブルの移動前に、すべてのツイストインおよびプラグイン接続を確認して、完全にはめ込みます。下張り床の活動はすべて、通気配分と床荷重を適切に考慮した上で行う必要があります。アクセスフロアの整合性と適切な湿度状態を維持するために、床組から外される床タイルの数は慎重に管理するようにしてください。ほとんどの場合、各作業班が一度に開くアクセスフロアは約 2.2 平方メートル (6 タイル) 以下になるようにします。アクセスフロアをサポートしているグリッドシステムも、まず遊離した破片を電気掃除機で除去し、次に堆積した残留物を湿ったスポンジで吸い取ることで完全に除染します。グリッドシステムを構成する金属の枠組みとしてゴムガスケットが存在する場合は、グリッドシステムから外し、同様に湿ったスポンジで掃除します。床緩衝材、床タイル、ケーブル、表面の損傷など、床のすき間の内部で発生した異常な状態はすべて書き留めて報告するようにしてください。







活動とプロセス

データセンターの隔離は、適切な状態を保つ上で欠かすことのできない要素の 1 つです。データセンターでは不必要な活動をすべて回避し、必要な要員しかアクセスできないようにします。偶発的な接触を避けるために、ツアーなどの周期的な活動を制限し、人の出入りをハードウェアから離れた場所に限定します。不必要なエクスポージャーを避けるために、室内で作業しているすべての要員 (派遣社員や清掃員を含む) に、ハードウェアのもっとも基本的な感度の訓練を受けさせます。データセンターの管理された場所を汚染物質が生じる活動から完全に隔離します。印刷室、仕分けチェック室、指令センターなどの機械または人間の高度な活動を伴う場所がデータセンターに直接接することがないようにします。これらの場所への入退出路によって入退出者が主要なデータセンター領域を通り抜ける必要がないようにします。








用語集

この用語集では、このマニュアルで使用する用語および略語の定義を示します。

いくつかの定義は、ほかの用語集から引用したものです。一部の定義の末尾にある括弧で囲まれた文字は、その定義の出典である次の文書を示します。

(A) 『The American National Standard Dictionary for Information Systems』、ANSI X3.172-1990、copyright 1990 by the American National Standards Institute (ANSI)。

(E) ANSI/EIA (Electronic Industries Association、米国電子工業会) の標準規格 440-A、『Fiber Optic Terminology』。

(I) 『Information Technology Vocabulary』、International Organization for Standardization および International Electro-technical Commission の Subcommittee 1、Joint Technical Committee 1 (ISO/IEC/JTC1/SC1) によって作成。

(IBM) 『The IBM Dictionary of Computing』、copyright 1994 by IBM。

(T) ISO/IEC/JTC1/SC1 で作成中の Draft International Standards 委員会草案および作業報告書。


英数字

レジスタ、ストレージの特定部分、またはその他のデータの送信元または送信先を識別する 1 文字または一連の文字。(A)。





アーム

テープの列の間を下降するロボットアセンブリ。アームは Z メカニズムから 4 本のワイヤーで吊り下げられています。アームは、ハンド、ハンドが乗るレール、ハンドをレールに沿って動かすトラックモーター、および KLT カードを備えています。





監査

ライブラリ内のすべてのテープの位置を記録する処理。





バーコード

一連のさまざまな幅の縦線から構成されるコード。このコードは、テープカートリッジの背に添付されている外側のラベル上に表示され、ボリュームシリアル番号 (volser) と同じです。このコードは、ライブラリのマシンビジョンシステムによって読み取られます。





基本シャーシ

モジュール 1 の枠組みを構成する板金とプラスチックのシャーシ。






基本モジュール

基本シャーシ、ミッドプレーン、ロボット、フロントコントロールパネル、メールスロット、1 台または 2 台の電源装置、最大 2 台のハーフハイト LTO Ultrium テープドライブ、左マガジン、および右マガジンから成る、最小の完全版ライブラリ。





カートリッジ

磁気テープと、テープを巻き付けた繰り出しリールと、これらを格納する保護カバーで構成されるストレージデバイス。通常、ボリューム識別番号を示すラベルがカートリッジの背面に付けられます。テープ、テープカートリッジ、テープボリューム、またはカセットとも呼ばれます。





セル

「スロット」を参照してください。





クリーニングカートリッジ

トランスポートまたはドライブ内のテープパスをクリーニングするための特殊な材料を含むテープカートリッジ。LTO Ultrium クリーニングカートリッジのラベルには、CLN という接頭辞と CU というメディア ID が記載されています。





構成

情報処理システムのハードウェアおよびソフトウェアを編成し相互接続する方法。(T)





データカートリッジ

テープドライブがデータを書き込むことのできるカートリッジを区別するために使用される用語。





診断

プログラム内のエラーと装置の障害の検出および特定。





マウント解除

テープをドライブから取り出すこと。





ドライブ

ドライブはテープの動きを制御し、ユーザーの目的に従ってテープにデータを記録するか、データを読み取ります (「テープドライブ」を参照)。





ドライブのクリーニング

クリーニングカートリッジを使用してテープドライブをクリーニングするデバイスの機能。





ドライブスロット

テープドライブが装着されるライブラリ内のスペース。





ドライブトレー

「テープドライブ」を参照。





動的ホスト構成プロトコル (DHCP)

サーバーが IP アドレスをネットワーク上のデバイスに自動的に割り当てることができるようにするネットワークプロトコル。DHCP は、指定のネットワークで、定義された範囲の番号から動的に番号を割り当てます。





暗号化

不正なアクセスや使用からデータを保護するために、暗号解除しなければ読み取ることのできない形式に変更する処理。





Ethernet

いくつかのコンピュータシステムを接続できる、ローカルエリアのパケット交換バストポロジ。Ethernet アーキテクチャーは IEEE 802.3 標準規格と同様。





拡張メールスロット

メールスロットの収納カートリッジ数を 4 個から 19 個に増やすオプションのライブラリ構成。標準メールスロットの 4 スロットと、基本モジュールの右マガジンの 15 スロット (メールスロット拡張) を含む論理エンティティーです。





拡張ケーブル

モジュール 2–10 をモジュール 1 に接続するために使用されるケーブル。ケーブルの各末端には USB A 形式のコネクタが付いています。





拡張シャーシ

モジュール 2–10 の枠組みを構成する板金とプラスチックのシャーシ。






拡張モジュール

既存のライブラリのドライブとテープカートリッジ (テープ) の容量を増やすために、ライブラリの下部に追加できるモジュール。このモジュールは、拡張シャーシ、モジュールコントローラ、最大 2 台の電源装置、最大 2 台のハーフハイト LTO Ultrium テープドライブ、左マガジン、および右マガジンから構成されます。拡張モジュールは、拡張ケーブルによって基本モジュールに接続されます。





エクスポート

オペレータがカートリッジを取り外すことができるように、デバイスがそのカートリッジをメールスロットに配置するアクション。イジェクトとも呼ばれます。





FC

「ファイバチャネル」を参照。





光ファイバ

ガラス、熔融シリカ、プラスチックなどの透明な素材でできたファイバを通じて行われる、放射力の伝送に関する光テクノロジの一分野。(E)





光ファイバケーブル

レーザー光線のパルスを使用してデータを転送できる、極細のグラスファイバまたはシリカファイバでできたケーブル。光ファイバケーブルには、銅ケーブルよりも優れた点がいくつかあります。光ファイバケーブルは、銅ケーブルと比較して、信号の損失が非常に少なく、情報の転送速度が速く、転送距離が長く、外部からの電気的ノイズの影響を受けず、セキュリティー保護が必要な転送に適しています。






ファイバチャネル

National Committee for Information Technology Standards の標準規格で定義された、同時に複数のプロトコルをサポートする、超高速で、内容に依存しない、マルチレベルのデータ転送インタフェース。ファイバチャネルは、銅または光ファイバの物理媒体を介して何百万ものデバイスへの接続をサポートし、多様なトポロジ間でネットワークおよびチャネルの両方の特性を最大限に活かします。





フロントコントロールパネル

基本シャーシの前面に取り付けられているアセンブリ。タッチスクリーン式オペレータパネル、各種の LED とスイッチ、および関連する電子装置を備えています。





取得

ロボットがスロットまたはドライブからカートリッジを取得するアクティビティー。





グリッパ

カートリッジをつかんで保持するハンドアセンブリの部分。





GUI

Graphical User Interface (グラフィカルユーザーインタフェース) の略。ユーザーが視覚的な画面からデバイスを制御できるようにするソフトウェア。





ハンド

テープカートリッジをつかんでスロットとドライブの間を移動するロボットメカニズム。これはアームのコンポーネントです。ハンドには、スロットまたはドライブからテープカートリッジを取得し、それらをスロットまたはドライブに挿入するリーチメカニズムがあります。ハンドはハンドを回転させるリストメカニズムも備えており、両側のカートリッジやライブラリの背面にあるドライブに到達できます。





ハードウェア

コンピュータ、周辺デバイスなど、情報処理システムの物理コンポーネントのすべてまたはその一部。(T) (A)





HBA

「ホストバスアダプタ」を参照。





ホストバスアダプタ (HBA)

デバイスとバスをインタフェースで接続する、マルチプラットフォームのホストまたはデバイスに装着されている回路。





ホストコンピュータ

コンピュータネットワークにおいて、通常はネットワーク制御機能を実行し、計算やデータベースアクセスなどのサービスをエンドユーザーに提供するコンピュータ。(T)





ホストインタフェース

ネットワークとホストコンピュータ間のインタフェース。(T)





インポート

メールスロットからライブラリにカートリッジを運び入れる処理。エンターとも呼ばれます。





インジケータ

定義された状態の存在を視覚的にまたはその他の方法で示すデバイス。(T)





初期プログラムロード (IPL)

デバイスリセットを起動し、システムプログラムをロードすることによって、コンピュータシステムが動作できるようにするプロセス。診断プログラムを備えたプロセッサは、初期プログラムロードの実行時にこれらのプログラムをアクティブ化します。ファームウェアを実行するデバイスは通常、初期プログラムロードの実行時にフロッピーディスクまたはディスクドライブから機能ファームウェアをリロードします。





初期化

データ媒体の使用前またはプロセスの実装前に、デバイスを起動状態に設定するために必要な処理。(T)





インタフェース

システム、プログラム、またはデバイスに接続するハードウェアまたはソフトウェア、あるいはその両方。(IBM)





インターネットプロトコル (IP)

インターネット環境でデータの発信元から受信先への経路指定に使用されるプロトコル。(IBM)





目録処理

ライブラリ内のすべてのテープカートリッジのバーコード ID および位置を読み取り、メモリーに格納する処理。





IP

「インターネットプロトコル」を参照。





IPL

「初期プログラムロード」を参照。





LC コネクタ

ファイバチャネルデータ転送用の標準の光ファイバケーブルコネクタ。





LED

Light- Emitting Diode (発光ダイオード)。電流が流れると発光する電子デバイス。





左マガジン

モジュール 1–10 の左側 (正面から見て) に挿入できる、15 個のテープスロットを含むプラスチックアセンブリ。左マガジンと右マガジンを入れ替えることはできません。





ライブラリ

データの読み取りまたは書き込み処理に使用するテープカートリッジに対して、保存、移動、マウント、およびマウント解除を実行するロボットシステム。





LTO

Linear Tape-Open テクノロジの略語で、製造元のコンソーシアムで製造されるテープドライブ間でデータ相互交換を実現するために作成された一連のデータ形式。LTO 標準に従うことで、テープカートリッジはテープドライブのブランド間で相互交換可能です。





LUN

Logical Unit Number (論理ユニット番号)。SCSI デバイスのコンポーネントのアドレス。このデバイスでは、ホストコンピュータは、ライブラリに対する SCSI コマンドをマスターテープドライブの LUN 1 に送信し、テープドライブ自体に対する SCSI コマンドは LUN 0 に送信します。





MAC アドレス

Media Access Control アドレスは物理ネットワークでの通信用にデバイスに割り当てられる一意の識別子です。





磁気テープ

磁化可能な層にデータを保存できるテープ。(T)





磁気テープドライブ

読み取りヘッドまたは書き込みヘッド上で磁気テープを走行させるため、あるいは自動巻き戻しを可能にするために一般的に使用される、磁気テープの走行を制御するメカニズム。(I) (A)





メールスロット

標準メールスロットは、ライブラリにテープを挿入またはライブラリからテープを取り出すために使用される、基本モジュールの右上隅にあるプラスチックと金属のアセンブリです。以前の StorageTek ライブラリでは、これは CAP (カートリッジアクセスポート) と呼ばれていました。





メールスロット拡張

ライブラリに拡張メールスロットが構成されているときに、基本モジュールの右マガジン (標準メールスロットのすぐ下のマガジン) を示す用語。メールスロットの収納カートリッジ数を 4 カートリッジ (標準メールスロット) から 19 カートリッジに拡張します。





管理情報ベース (MIB)

階層的に編成された ASCII テキストファイル。ここに、管理対象デバイスの要素 (構成および統計情報) が記述されます。マネージャーが情報を要求したり、管理対象デバイスがトラップを生成したりすると、MIB は数値文字列をメッセージ内の各データオブジェクトを識別する読み取り可能なテキストに変換します。





ミッドプレーン

基本シャーシまたは拡張シャーシ内で、テープスロットの後ろ、テープドライブの前に取り付けられたカード。ほかのカードは、直接接続またはケーブルによってこれに接続されます。





モジュール 1

「基本モジュール」を参照。





モジュールコントローラ

モジュール 2–10 の背面に挿入され、モジュールの動作を制御するカード。拡張ケーブルによってロボットに接続されます。





モジュール X (2 から 10)

「拡張モジュール」を参照。





マウント

テープをドライブに配置し、ホストシステムからアクセスできるようにすること。





マルチモードファイバ

周波数または位相によって区別される複数の信号を同時に運ぶように設計された光ファイバ。





ネットマスク

ホストまたはルーターインタフェースのネットワークおよびノードアドレスを識別するために IP アドレスに適用される、小数点付き 10 進形式の 32 ビット (4 バイト) の番号 (通常は、255.255.0.0 や 255.255.255.0 など、ピリオドで区切られた 4 つの番号として記述される)。(「サブネットマスク」と同義。)





ネットワーク

ソフトウェアおよびハードウェアによるリンクを介してデータ処理デバイスを相互に接続し、情報の交換を容易にするノードと分岐の配置。





オフライン

コンピュータによって制御されていない、コンピュータとの通信もしていない状態。(IBM)





オンライン

コンピュータの直接制御下にあるときの、機能ユニットの動作状態。(T)





オペレータパネル

7 インチ WVGA カラータッチスクリーンから成る、フロントコントロールパネルのコンポーネント。





ポート

ホスト内にある特定の通信エンドポイント。ポートはポート番号で識別されます。(IBM) (2) ファイバチャネルでは、リンクが接続するデバイス内のアクセスポイント。





電源装置

モジュール (1–10) の背面に取り付けられる AC-DC 電源装置。特定のモジュールに取り付けられた電源装置を指すときは、上部電源装置または下部電源装置と呼びます。





電源装置フィラー

電源装置スロットに電源装置を使用しない場合に、そのスロットに差し込む金属フレーム。





配置

ロボットがカートリッジをスロットまたはドライブに置くアクティビティー。





リリース

新製品の配布、または既存製品の新しい機能および修正プログラムの配布。(IBM)





右マガジン

モジュール 1–10 の右側 (正面から見て) に挿入できる、15 個のテープスロットを含むプラスチックアセンブリ。右マガジンと左マガジンを入れ替えることはできません。





ロボット

モジュール 1 の電子装置とロボットコンポーネントの大部分が組み込まれているアセンブリ。このアセンブリは、機械コンポーネント、電子装置、および板金カバーを組み合わせたものです。これは基本シャーシの上部にあり、アーム、Z メカニズム、CPU ボード、さらに KLC および KLZ カードを含んでいます。





SAS

Serial Attached SCSI。ディスクドライブや高性能テープドライブといった直接接続されるストレージデバイス用の、コンピュータバステクノロジおよびシリアル通信プロトコル。





SCSI

Small Computer System Interface。外部ストレージとほかのデバイスの間でデータを転送するための、標準のインタフェースおよびコマンドセット。ホストコンピュータは SCSI コマンドを使用してデバイスを操作します。モデルに応じて、ホストコンピュータとテープドライブの間の物理的な接続には、パラレル SCSI、SAS、またはファイバチャネルインタフェースが使用されます。





SLAAC

ステートレス自動アドレス構成。MAC アドレスなどのローカルで利用可能な情報と、ルーターによってアドバタイズされる情報を組み合わせて固有のアドレスを生成するホストのプロセス。






スロット

ほかの何かを入れることのできる空の場所。一般には、マガジンまたはメールスロット内でテープカートリッジが配置される場所を指すときに使用されます。電源装置とドライブもスロットに配置されます。





スイッチ

ファイバチャネルテクノロジで、ファイバチャネルデバイス間をファブリックで接続するデバイス。





テープ

カートリッジ、テープカートリッジ、テープボリューム、ボリューム、またはカセットとも呼ばれます。





テープカートリッジ

磁気テープを保持しているコンテナであり、テープをそのコンテナから分離することなく処理できます。デバイスは、データおよびクリーニングカートリッジを使用します。これらのカートリッジは相互に交換できません。「カートリッジ」を参照。






テープドライブ

磁気テープを移動し、そのテープとの間でデータの読み書きを行なうためのメカニズムを備えている電気機械式デバイス。ドライブは専用トレー (スレッドとも呼ばれる) に取り付けられます。





テープドライブフィラー

テープドライブスロットにテープドライブを使用しない場合に、そのスロットに差し込む金属フレーム。





テラバイト

省略形で T または TB と表記される、1,024 ギガバイトに等しいストレージの単位。





U

シャーシ高さの測定単位。ラックの寸法で 1U は 44.45 mm (1.75 インチ) です。





Ultrium

高容量、高パフォーマンスに最適化された LTO テープ形式。Ultrium テープ形式では、単一のリールカートリッジを使用して容量を最大化します。





USB

Universal Serial Bus (ユニバーサルシリアルバス)。デバイスのインタフェースに使用されるシリアルバスの標準規格。





World Wide Name

ファイバチャネルまたは SAS ストレージネットワークでの一意の識別子。最初の 3 バイトは、製造元またはベンダーを定義する IEEE Organizationally Unique Identifier (OUI) から派生されます。残りの 5 バイトはベンダーによって割り当てられます。





WORM

Write Once Read Many の略語。データの記録と追加は許可するが記録済みのデータの変更は許可しない、記録システムの一種。





リスト

ハンドを水平に回転させるハンドアセンブリのコンポーネント。





Z メカニズム

アームを上下させるロボットの後ろに取り付けられたロボットアセンブリ。Z メカニズムは、モーター、ギア、ブルホイール、およびアームを保持するワイヤーとプーリーを備えています。モーターが回転するに従い、ブルホイールが回転してワイヤーを伸ばしたり引き戻したりすることにより、アームが上下します。
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